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１・お見合いと鼻緒の縁












　夕食後、リビングで両親からお見合いの釣書を見せられた時、言い出すのにいいタイミングだと思った。

「お見合いしてもいいよ。だから昇級試験を受けさせて」

　大きな賭けだった。

　私は、反抗期もなく親の自慢になる様な、品行方正な人生を歩んできた。歩んでき過ぎて、28歳。彼氏らしい彼氏もなし。残念ながら容姿は十人並みだし、勉強以外に努力を怠ったためにお世辞にも可愛らしいとは言い難い。性格もこんな風に自己分析しては、自分さえも客観的に見てしまい可愛げもない。

　なまじ成績が良かったせいで、男に対しても評価が厳しく理想が高くなってしまったらしい。可愛くないのに理想が高い。最悪の性格である。

　よって私は嘘をついた。人生初めての嘘で、遅い反抗期だと思ってほしい。大きな賭けなのだ。

「お見合いしていいよ。だから昇級試験を受けさせて」

　嘘だ。お見合いはする。けれど、お断りするための嘘だ。

　そして昇級試験を受けるのも嘘。もう既に受けていて、確実な手ごたえを感じている。

　両親が心配するのも分かる。私の二歳下の妹は、私に似ず華やかで、読者モデルもしてたほど美人だ。妹は心配ないけど、私はこの通りだから焦っているんだと思う。

　昇級後、海外の支社に移動する。ので、お見合い相手にはトンずらさせて頂く予定だった。

　だって顔も悪い、性格も悪い、理想も高い。そんな私は、もう仕事にかけるしかないんだから。

「昇級試験って難しいんじゃないの？」

「難しいよ。今の英会話講師と違って、本場で英語と日本語を教えるんだもの」

　海外での講師。ニューヨークにあるジャパニーズハイスクールの講師の試験を受けた。おもに小学生までの日本人に英語、または日本語、またはその両方を教える。それとセキュリティのしっかりした社員寮がある。就労ピザもとりやすい上に、海外の男性の方がはっきり言ってくれたり、外見に関係なくエスコートも平等にしてくれるし居心地が良い、と思う。

　条件は全て満たしていた。講師経験５年以上、ビジネスコース経験者、筆記並びにリスニング試験トップの成績。三人以上の上司からの推薦。

　海外から帰国された上司になる方々との面接も完璧だった。誰もが私が受かるだろうと、試験を受けた日にお祝いの言葉を頂いている。あとは、嘘のお見合いで愛想良くしたのち、姿を消す所存だった。

「まあ難しいなら、記念に受けるのもいいわね。これ以上収入が増えたりキャリアが増えても、結婚から益々遠ざかるだけですからね」

　母が見せてくれた釣書は、役所勤めの眼鏡をかけた真面目そうな男性だった。可もなく不可もなく、確かに結婚するには安全そうな相手。親が好きそうな人だった。

「私の写真は何を送ったの？」

「成人式の着物よ」

　成人式って何年前の写真だ。すでに八年経過してるのに渡すとか、詐欺だ。

　会って写真の詐欺だと断られたら楽だからいいかもしれないけども。
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　次の日、大きな賭けにかけたつもりが気が重たくてなかなか起きられなかった。

「うへ。お見合い、行きたくないなあ。このまま海外へ飛んでしまいたいなあ」

　朝の日課、ジョギングをしながら口から出るのは、不満や愚痴。

　学生時代に夜食も食べて勉強していた時期に一時期体重が大変なことになったので、受験後ぐらいから家の近くの海辺を走っている。

　朝のジョギングは、犬の散歩とも擦れ違えるのでご褒美もある。

「翠ちゃん、翠ちゃん、お顔から本音が見えてますよ」

「佐伯のおばあちゃんっ」

　花壇の前でお花に水をやっていたおばあさんが、私を見て起ちあがって手を振った。

　おばあさんは、一年ほど前にこの海辺の通路で倒れていたところを助けてから友達になった人だ。お上品で話し方も柔らかく、そして頭が良いのか話していてとても勉強になる。

　そして道路の向こうにそびえたつ、レトロな屋敷で働いているらしい。

　私の家なんて庭に収まりそうな広さ。ジョギング中、横目でみて小学校や高校じゃないのかとみていたほどだ。

　煉瓦の塀が延々と続いていて中が見えないが、よく海外の方を招いてパーティーしていたり、お花見会と称して、着物を着た上品な方々が吸い込まれていくのを見る。

　とても大きくて住む世界が違う住人が住んでそうで怖い。あの屋敷で働けるってことは、佐伯のおばあちゃんも凄い方なんだと尊敬できる。

「お見合いって言ってたから、今日は走らないと思っていたの。お花、少し持って帰ります？」

　色とりどりのお花を指差してにこやかに笑うが、私は聴いていたヘッドフォンを肩に落としながら首を振る。

「せっかくだけど、今日は持って帰っても明日も仕事に行かないから勿体ないので」

「あら、お仕事も休むの？」

「上司が少しずつ、私の生徒を振り分けてくださっていて、せっかくなので有休を」

「まあ。受かったも当然なのねえ」

　感心したように頷きながらも、少しだけ不安げに私を見る。

「でも……あなたみたいな女性が仕事だけに生きるなんて勿体ないわ。お見合い相手はどんな方なのかしら？」

「さあ。釣書には確か、市役所勤務とか離婚歴なしとか書いてあった様な。歳は35歳だったかな」

「あらやだ。随分年上じゃない」

「いえ、私は同い年の男性には夢を見られないのでこれぐらいでいいです」

　腕時計を見て時間を確認する。そろそろ折り返してシャワーを浴びなければいけない。

　着付けの時間が迫っている。

「あのねえ、翠ちゃん、うちの孫が29歳でちょっと気が強いんだけど、しっかりしていてね……」

「あはは。いいえ。佐伯のおばあちゃんとは友達で居たいので、お見合いで険悪になりたくないから大丈夫。もう行くね」

「ああ、翠ちゃん」

　おばあちゃんには申し訳ないが、お見合いなんて上手くいかなくて良いし上手くいくわけもないと思っている。

　もし、もし仮に相手が私を気にいったとか言いだしたら、親たちが見てない時に相手に見えるように鼻を人差し指でほじってやろうとまで考えてるし。

　甘い余韻を残す恋は、手折る。せっかく美しく咲き誇った花を私が摘んでしまうなんて、申し訳ないからいらない。

　少し肌寒い朝、花冷えの中、夢という朝露に光る恋は手折る。私が欲しいのは、一人で生きていけるだけの地位と名誉と、居場所だけ。
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　わざわざ高級な着物をレンタルされ、成人式ぶりに振り袖を着た。魔除けの赤、とも言われている薔薇のように目も覚めるような赤い着物。全体を絞り染めし、手鞠や桜がちりばめられ、縁を繋ぐと言われている熨斗模様。自分の親ながら、全力の、本気を見せられた気がして着物がさらに重く感じる。

　天気も良く、雲一つない空の中心で、太陽が燃えている。時折優雅に鳥が飛んでいるぐらいで、ペンキを逆さまに流したような澄んだ真っ青な空だ。

　お見合い場所も、桔梗庵という県内では知らない人はいないだろう高級日本料理店。

　四季折々の表情を見せる花木や庭はもちろん、歴史的にも美術的にも美しい造りの建物で、私もいつか来てみたいとは思っていた。

　が、ただのＯＬと市役所勤務の男性とのお見合いにしては些か豪華すぎじゃないのか。

　数日前まで、どんな服を着ようかと浮かれていた母がなぜか今日は緊張している。

　向こうが本気と言うことか。鼻なんてほじったら恐ろしいことになりそうだ。帰りたい。

「えっと、あのさ、何時に帰れるの？」

「しっ。あんたは一言も喋らなくていいから。話しかけられたら微笑むの。いい、微笑みなさい！」

　ひゃっ。お人形に徹しろとまで言われてしまった。これは苦痛の時間が始まるに違いない。

　お許しが出たので、もし『楽しくありませんか』と聞かれても微笑んでやる。

　ここまで性格が歪んでいるからこそ、結婚できる自信はなかったんだけど。

　仕方ないので、ここの懐石料理を楽しみに時間を乗り越えよう。

　お箸の持ち方とか、食べ方汚かったら幻滅してくれるはずだし。

「あっ」

「今度は何よ」

　緊張して鼻息が荒い母が振り返ったので、足元を指差す。

「鼻緒きれた」

「はあ？　何これ、どうしてこれを履いてきたの。新しいの置いてあったでしょ」

　もう桔梗庵をくぐる瞬間だったのに、突然歩くのを阻まれた。

　どうやら私は、新品ではなくサイズを確認するために置かれていた古いほうの草履を履いてきたらしい。

「縁起がわるいわねえ、もう。ああ、どうしましょう」

　焦った母を落ちつかせながら嘆息していると、スッと手が伸ばされた。

「鼻緒が切れるのは、何かの予感。前兆。過去を脱ぐといった意味がある」

「え？」

「つまり、恋の予感ってことだな」

　差しのべられた手を、目で追ってその声の主を見上げる。

「怪我はなかったか？」

　すらりとした手。長い指先。袖からちらりと見えたのは、高級時計。

　見上げたその先には、一瞬目を疑ってしまいそうなほど顔の整った男がふてぶてしく私を見ていた。意志の強そうな眉、少し釣り上がった目はスッと切れ長で濃いブラウンの瞳。

　外人みたいに鼻も高く、微かに香る香水さえ上等に感じる。

　この気取らなさそうな人が、今、鼻緒がきれたことについてロマンチックな返事をしたのか。辺りを見渡すがこの人しかいないように思える。

「大丈夫です」

「歩けるか？　中に入れば代わりの履き物がある。手を」

　いきなり現れたイケメンに手を差し出されて固まる。この人さえ去ってくれたら、片足でケンケンしながら入口に行くか、母の肩に捕まって行こうと思っていたのに。

　躊躇していたら、痺れをきらしたかのように強引に手を引っ張られた。

「あの、」

「すまないが、はっきりしないのは嫌いなので。――君もそうと思っていたが」

「ひぁっ」

　情けない声を上げながら、信じられないことに私はこの謎の男に抱きかかえられてしまった。

　高価な着物が着崩れる。というか、軽々持ち上げられたけど、この人なに？

　声も出ないほど驚く私に、ふわりと口元だけで微笑む。

　笑った顔は、まさに王子様――って違う。

「ちょ、お母さん」

　助けを呼ぼうと、身を捩って母の方を見ると、母は両手で口を抑えて真っ赤になっている。

　年頃の女が知らない男に抱えられたら、びっくりしてそうなるよね。

　驚いて固まっているのかと思ったけど、真相は違った。

「新しい縁を紡ぐために、古い鼻緒が切れた。恋の予感だと思っていいな」

「何を言って――」

　こんな王子様みたいに顔が整った人が、私みたいな平凡以下の人間に何を言ってるの。

「……翠さん。俺と結婚してもらうから」

　驚く私に、優しくそういうと、桔梗庵の門をくぐった。

　門をくぐると、すぐに見える美しい四季折々の庭を――全く見ることなく見つめ合いながら庵の中へ入っていく。

　見つめ合ったではなく、逸らせなかった。優しく笑っているのに、その目は真っすぐで私を捉えて離してくれなかったから。

「まあまあ、佐伯様、高宮様、本日はお日柄もよく。ようこそ、この桔梗庵においでくださいました」

　桔梗庵の上がり框をまたぐと正面に鶴の描かれた屏風と見覚えのある花が生けて添えられていた。その屏風の横で口元の黒子が妖艶な、年齢不詳な女将さんが待っていてなぜか私の名前を呼んだ。

「祖母がお世話になっています。こちら、翠さんの鼻緒が切れてしまって」

「あらまあ、新しい縁を紡ぎなさったのね。すぐに違う草履をお持ちしますね。お怪我はなかったですか？」

　玄関に降ろされた私に完璧な対応をしてくるので、頷く。

「こちらは大丈夫みたいだ」

「ひぇっあの、待って」

　先ほどの王子様が、座らせた私の足元に跪くと、恭しく草履を脱がせてきた。

「や、やめてください。自分で脱げます」

「別に問題ないだろ。夫婦になる間柄なんだから」

「……夫婦？」

　何を言ってるのか呆然としていると、母も上がり框を跨いで、私たち二人を見て今にも倒れてしまいそうなほど真っ青になっている。

「ちょ、お母さん」

「すいません。うちの娘も緊張していまして。今日はよろしくお願いいたしますね」

　……え？

「問題ないです。それより抱きかかえた時に着物が乱れてないか心配だが」

「大丈夫ですよ。佐伯さんが気にすることはないので」

　母が目をハートにしながら優しい口調で、時折少女のように微笑んでいる。

　まさかこの人が、市役所勤務の35歳？

　写真と全く違うのだけど、あの釣書は加工しすぎたのかな。

　そんなことはない。絶対に別人だ。母を睨んでもどこ吹く風で、私だけが知らされていない様子だった。

「どうぞ、佐伯様、高宮様、お部屋にご案内いたします」

　妖艶な女将さんに連れられ、吹き抜けの長い廊下を歩く。すると、庭の美しさは言わずもがなだけど、廊下に飾られている花に目が留まる。

「あの花に見覚えがある？」

「さっきから、色々と言ってこないで。待って……」

　頭を押さえて、この怒涛の展開に焦っていたのだけれど、私は目を見開く。

『少し花を持って帰ります？』

　今朝、私に優しく話しかけてくれた佐伯のおばあちゃんのことが蘇る。

「……えっともしかして、佐伯のおばあちゃんのお花？」

　女将さんがこの人を『佐伯さま』と呼んでいたが、まさか。

　ギリギリと錆びた扉のようにゆっくりと、顔を見上げた。すると悪戯が見つかった少年のように、なぜか少し誇らしげに彼は微笑んでいた。

「良かった。気づいたか。祖母がいつもお世話になって、感謝している」

「佐伯おばあちゃんの、29歳の孫のかた！」

　驚いて日本語が変になった。が、彼は気にしないようだ。

「一度、祖母を助けていただいてお礼をしたかったのだが、会社で話しかけていいのか迷ってな」

「会社で？　佐伯さん、お仕事はどちらですか」

　おずおずと尋ねた私に、母が『部屋まで待ちなさい』と窘めた。

　母の反応からして、この人のことを知っている。つまり、私が大きな賭けに出た時、母も私を騙して大きな賭けに出ていたんだ。

　騙されたときにはすでに遅い。庭が一望できる部屋で、金縛りにあったかのように佐伯さんに見つめられていた。

「自己紹介が遅れてすまない。佐伯　隼也。君の会社でいろんな部署に回されていて、今は人事部かな」

　歯切れの悪い言い方が気になったが、受け取った名刺を見て驚く。

『株式会社ＧＷＪ　人事部部長　佐伯　隼也』

　何度見ても、私と同じ会社だ。けれど私はこの人を知らない。

「四月付けで日本の本社に帰ってきたんだ。それまではニューヨーク支社の方で働いていた」

「そう、なんですね。驚きました。あの、私」

　名刺なんて用意していなくて焦るが、彼は口角をあげて少し微笑んだだけだ。

「君のことは知っている。知っているから、お見合いをしてほしくなくて割り込んだ」

「な、んでですか？」

　間抜けな質問に、彼は表情も変えず一度頷くと、当たり前だと言わんばかりに短く言う。

「君と結婚するのは、俺だからだ」

　鼻緒が切れたその意味を、彼は恋に落ちると断言していた。

　そんな堂々とした彼の言葉と態度に、一瞬信じてしまいそうになった私は首を振る。

　このお見合いは、黙って微笑むだけ。断る予定のものなのだから。

「お話は、食事の後にお庭を、散歩しながらでもいいでしょうか」

　親の目が気になり、逃げるために提案すると、彼はまた頷きスマートにエスコートしてくれたのだった。
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　庭に出て、澄み渡る空を映す池を見ながらもう、思考回路はまともに機能していなかった。ようやく母のぎらつく監視から逃げられたが息が詰まりそう。

　二人でいざ散歩というときに、母が耳打ちした言葉に、怯えてしまう。

『四月にニューヨーク支社から帰ってきて、色んな部署に回されている。つまり、わかるわね、彼はあの会社の跡取り。株式会社ＧＷＪの社長の一人息子ってことよ』

　そんなことを言われて益々分からない。なんでそんな人が私のお見合いを阻止しようとしているのか。

「あっ」

「どうした？」

「もしかして、私の昇格のためにお見合いを邪魔してくれたんですか」

「……なんのことだ」

　怪訝そうに尋ねられたが、私は逆に助かっているので微笑んでしまう。

　なんだ。そうならそうと言ってくれたらいいのに。

「私、昇格試験受けてるじゃないですか。人事部なら知ってると思いますけど。はやくて三か月後にはニューヨークで日本語講師しているはずです」

「そうなのか？」

　なぜか彼は驚いている。本当に彼は人事部なのだろうか、怪しくさえ思う。

「だからお見合いを邪魔してくれたのかと思ったんですが」

「俺がお見合いを邪魔したのは、君を誰かに奪われたくないから。それだけだ」

「……ひっ」

　一瞬、彼のまっすぐな瞳に射抜かれてしまったかと思った。心臓が跳ね上がって、きつく締めた着物の帯を圧迫する。どんどん体温が熱くなっていく。

「なんで、私なんですか。佐伯のおばあちゃんに言われたからですか？」

「祖母を背負ってうちの家に駆けこんでくれた君を見て、驚いたのは本当だ。君は、美しい英語と日本語を話すストイックで優秀な社員だったから」

　風が吹いて、着物の赤い袖が攫われていく。彼に見つめられながら、息をのむのさえ苦しくなる。それぐらい情熱的な言葉を先ほどから囁かれている。

「その着物を脱がして、君がどんな表情をするのか興味がある」

「なっ」

「今だって、俺の言葉で簡単に表情をくるくる変えているんだからね」

　ククッと楽しそうに笑う佐伯さんに、調子を狂わされる。いくら相手が御曹司で、上司で立場が違うとしてもこれだけははっきりと言っておきたい。

「私は、ニューヨークに行くんです。お見合いは、お断りいたしますから」

　睨みつけると、それまで穏やかに笑っていた彼の目が、細められた。私をその三日月のような鋭利な瞳で観察してくる。

「俺が本気で口説いているのにか？」

「信用していません。私は、昇格して自分一人で生きていく方が大事ですので、どうか佐伯さんの方からお断りしてください」

　深々と頭を下げる。顔を見たくなくて、どんな表情か確認したくなくて下を向いて逃げた。

「俺からは言わない。それに、逃がすつもりはない」

　風に攫われる袖を掴むと、彼は強引に自分へ引き寄せた。

「いいか。逃がすつもりはないからな。覚悟しておけ」

　彼の言葉に動けない。鼻緒が切れたのは運命なのか、それとも彼と出会ってしまったことへの災難の暗示だったのか。見つめられ、どう返していいかわからずただ息を飲むしかできなかった。


















２・甘い余韻か復讐か












「ごめんなさいねえ。うちの孫が強引で。私は貴方がお見合いするって話しかしていないのよお？」

　次の日にランニングに行くと、待ち構えていた佐伯のおばあちゃんに謝罪された。絶対に邪魔するってわかっていて告げたに違いない様子だったけど、その日は何も返事もできずに怒ることもできずにトボトボと歩いて帰った。

　佐伯のおばあちゃんが、うちの会社の社長のお母様で、秘書兼通訳として外交官とお仕事をされていたとも聞いた。どおりであの屋敷に様々な海外のお客様が訪れたりパーティーするはずだ。

　親はもう浮かれていて話はできない。四面楚歌の状態で逆転するには、昇格通知をみせることだ。私が辞退すれば会社に迷惑かける。そんな無責任なことはできないはず。

　今は仕事に集中したいからと、断る理由もできる。

「……断る、か」

　お見合いのプレッシャーから逃げるように家を出て改札口を通りぬけ、駅のホームで、通過していく電車の風に煽られる。そしてあの日、風になびいた着物の袖を思い出す。その袖を掴んで私を引き寄せたあの人を、何度も何度も思い出してしまう。

　男の人なのに、微かに柑橘系の爽やかで清潔そうな香りが鼻をかすめた。

　出会い方が、鼻緒が切れた瞬間に現れるというロマンチックな演出のせいだ。あまったるい言葉で騙そうとするせいだ。何度も思い出しては頬があつくなってしまう。

　はやく出社して、上司に試験の結果を教えてもらって安心したかった。

　そうしないと暴れてしまいそうだった。

　しかし、運命とは残酷なものだ。

　会社に到着し、ロッカーに荷物を置き自分のデスクに向かうと、空気が不穏だった。

　私を見る目が、昨日と違う。昨日は、挨拶をすれば卒なく返すぐらいの、仲良くもなければ険悪でもない比較的良好な空気だった。なのに今は私を見る目がよそよそしい。

　これは昇格試験が受かったからに違いない。私の昇格に対しての嫉妬に違いない。

「部長、おはようございます」

　私たち講師の能力を理解し、クラス分けをしてくれたり、昇級試験のアドバイスをくれて、マネージャーのようにスケジュールを確認してくださる部長。私は部長の推薦をもらって試験を受けていた。クマのように大きく、お腹がぽっこりした可愛らしい中年だが、観察力、洞察力は尊敬している。そんな部長が私の顔を見ると、視線をそらした。

　私はそれだけですべてを察してしまった。試験にきっと落ちたのだと。

「高宮さん、こちらに」

　個人レッスン用の部屋に呼び出された。ガラス貼りで、座ってレッスンを受ける生徒の顔が隠れる位置にスモークが貼られている。

　そこで向かい合わせに座ると、言いにくそうに結果が書かれた通知書を渡された。

「ほぼ君で決まっていたのですが、イレギュラーなことが発生したというか、君がいいとゴリ押しされたというか」

「はっきり駄目だった理由を教えてください」

「駄目ではなかったんだ。ほぼ、ほぼ君で決まっていた。君の受け持っている生徒も、他の講師に振り分けていたんだがね。今回は、向こうのニューヨーク支社に優秀な日本人女性が入社してきて白紙になってね」

「そんな……」

　何のための試験だったんだ。あんなに部長に面接や試験の指導をしてもらったのに、現地の日本人を採用した？　試験の意味がない。

「では私の振り分けられた生徒は」

「君はスキルアップとキャリアアップを望んでいたよね。それを人事部の人に伝えていたから、君に移動が出ている」

「本当ですか」

　海外へ行けないことは辛いが、それでもキャリアアップできるなら、なりふりを構っていられない。

「ああ。佐伯隼也さんを知っているかな？　先日ニューヨーク支社からこちらに戻ってきた彼」

「……ええ。もちろん知っております」

「彼はこちらに戻ってきたばかりで、しかも会社を継ぐためにいろんな部署に顔を出して忙しくてね。彼の秘書に君を指名された」

「誰に指名されたんですか」

「もちろん、佐伯隼也さんに。優秀な君に頼みたいと。海外の取引先もあるので、聞き逃しがないように通訳兼秘書ということで」

「お断りしますっ」

　頭を抱える部長を見つめながら、私の方が今すぐ子どものように泣きわめきたかった。冗談ではない。昨日までの仕事への希望や夢、ようやく一人の人間として歩めると思った矢先で、こんな強引な部署移動があっていいわけない。

　けれど、私の生徒はすでに振り分けが完了している。断れる状況ではなくなっていた。
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　ロッカーやデスクの荷物を持てるだけ持って、惨めなままエレベーターへ向かう。

　うちの英会話教室は一階から三階までがレッスン室。四階が講師たちがいる事務室。

　その上に人事部や管理室が連なる。私が移動するのは最上階の十五階。

　永遠にエレベーターなんて来なければいいのに。

「ほら、やっぱり高宮さんが選ばれたんだよ」

「どうしてあの人なの？　通訳兼秘書ならわざわざ講師から選ばなくても、他にいるわよね」

　事務所からちくちく聞こえてくる声に、背中が痛い。私だってなんで選ばれたのか分からない。秘書とか通訳ってもっと華やかで見目麗しい人がやればいいのに、どうして平凡な私なのだろう。

「なんでも佐伯さんご本人が、高宮さんが良いって言ったんですって。だから人事部は慌ただしかったみたいよ」

　……慌ただしかった？

　彼女たちの方を振り向くと、聞こえていたことに驚いたのか事務所の中へ入っていった。

　そしてタイミングよくエレベーターのドアが開く。

　つまりこの会社の御曹司である彼が、私を指名したから昇進試験は落とされたってこと？

　彼が私を名指ししたから、ほぼ決まっていた私は急遽彼の秘書になったってこと？

　そんな公私混同なことが許されるわけない。

　全身が震えるのが分かる。お見合いを邪魔したのは、私の仕事のためじゃなくてただただ彼の気まぐれなんだ。傲慢で人の人生を簡単に左右してしまう。

　横暴だと思った。心から彼を軽蔑する。私がどれだけこの試験に命を懸けていたかしらないくせに簡単に権利をはく奪したんだ。

　エレベーターの中で流れた涙の味を、私は絶対に忘れない。

　鼻緒の甘い余韻なんてまるで夢かのように、私の心から飛んで行ってしまった。

　私は学力には自信があるし、学生時代は勉強することに努力は惜しまなかった。

　だから自分より成績の下の人間は努力していないと思っていたので恋愛感情を持てなかった。

　けれど佐伯さんなら、学力は私なんかが評価できるわけもない。海外留学の経験もあると母が言っていた。おまけにあの顔に、会社の御曹司。なにもかも私の物差しでは測れないほど完璧な人。

　でもそんな完璧な人が、私の人生で一番大事にしたかった試験を妨害していいと思っているのだろうか。

　最上階に到着すると、エレベーターから降りてすぐにガラス貼りの防犯ドアがある。インターフォンとカードを差し込む場所と九桁の数字が並ぶロック番号を入力する場所。

　私は最上階のカードキーもパスワードも知らないので、インターフォンを鳴らすしかなかった。

「今すぐ解除するから、待って」

　インターフォンを押そうとしていた手を止めて、ガラスの向こうの彼を見る。彼は私に余裕たっぷりの笑顔で、カードキーを差し込んで解除した。

「荷物を持つ。これだけか」

「……はい。試験に受かると思っていたので荷物の準備をしていましたから」

　厭味ったらしく言った私に、彼は余裕の表情を変えない。

「俺は、一番講師で優秀で手の空いている人をお願いしただけ。たまたま生徒を振り分けて手の空いている君がいたわけだ」

「すごい偶然ですね。まるで先日の鼻緒の緒が切れたのも、貴方がしたみたいですね」

　私の荷物を持とうと両手を出してきたから避けて、強がってそう言うしかなかった。

　貴方が言わなければ、私は受かっていた。そう思うと、悔しくて落ちたショックの涙は引っ込む。

「仕事はちゃんとします。佐伯さんも仕事中は私に私語をしないでください」

「ああ。努力しよう」

　それでも私の未来を奪った彼は、余裕を崩さすに微笑むだけだった。






　佐伯隼也とその日、一日仕事を共にしたが本当に忙しそうだった。

　人事部に名前だけ置いて、社長と役員と会社の売り上げや伸び悩んでいる部署の対処を話し合っていたり、見たこともない桁の金額の書類や、海外との契約書は、辞書のように分厚くデスクの上に置いてあり、減る気配がない。

　ニューヨーク支社からの国際電話が来たときは、訛りのない完璧な発音で英語を話していたし、海外の取引相手とも一人で会話して交渉していた。

　秘書なんていらないのではないか。私はただ彼の一日のスケジュールを確認したり、書類をまとめたり。国際電話を取るのは少し楽しいが、それぐらいだ。

　隙が全くない佐伯隼也という男のそばにいることの方が、今はダメージが大きい。

「すまない。遅くなったな」

　パタンとパソコンを閉め、目頭を押さえながら佐伯さんはそういう。ようやくすべての仕事を終えた時には、空はすっかり夜の色に染まっていた。

　夜のオフィスビルを背に、足を組み替える姿は映える。

「いえ。それでは先に失礼を――」

「翠」

　仕事中は苗字を呼んでいたのに急に名前を呼ばれて、一瞬不自然にフリーズしてしまった。

「なんでしょうか、佐伯部長」

「遅くなったから送る。ついでにこの後の時間をもらっていいかな」

「お断りいたします。今日は疲れているので、休ませてください」

　にっこり微笑むと、面食らった顔をしていた。ダメージを与えられたなら良かった。

　だが、私に断られたのが気に食わなかったのか、佐伯部長はカードキーを差し込む場所に手を置く。逃がさないと言わんばかりに私を静かに見降ろしている。
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「手をどけてください」

「試験は残念だったが」

　声をかぶせるように、一番触れてほしくない部分に触れられてしまう。

「だが、これで君は俺と結婚を前向きに考えてくれると嬉しいな」

「退いてください」

「俺も強引なことは好きじゃないからな」

　顔を見上げる。影が差す彼の顔からは、優しい笑顔とは真逆の、逃がしはしないと光る獰猛な目が私を見降ろしていた。

「今は、試験に落ちて何も考えたくないのに、無神経ですね」

　その試験も、貴方が手を回したことにとっくに気づいている。そうじゃなければ落ちるはずがなかったと、私は絶対の自信を持って言える。

　そんな憎い相手に、冗談にしか見えない挑発をされて、腹が立たないわけがない。

「もう少し、私の気持ちを考えられるようになってから、誘ってください」

　少し強引に彼の手を払いのけてカードキーを差し込むと、そのままドアが開いたらすぐに飛び出し、エレベーターのボタンを押した。

　そして、くるりと彼の方を向いて深々と頭を下げる。

「お疲れさまでした！」

　絶対にこんな人、好きにならない。なのに、佐伯さんはひどく余裕で、私の今の行動に、声を殺して笑っていた。

　それが私には、更に腹が立つ行為だとは知らずに。
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　数日は、今までしていた講師とはかけ離れた仕事内容を覚えるのに必死だった。

　こんな会社なので、国際電話は日常的に来る。受付から回ってきた電話は、本人が多忙のために私が変わって内容を聞いておくことが多い。それに人事部の仕事も一応しているらしく、履歴書のチェックや面接等のスケジュール管理もしている。が、一番は会社の経営についての話し合いがほとんどだ。自分より年上の上司たちと意見交換したり、社長の知り合いの会食。その中で、外国人との会食も多かったが、私の通訳なんていらないほど流暢で奇麗な英語を話していた。

　本当に、ただ私をそばに置きたいだけの、移動だったんじゃないかなって気分は晴れない。それに偶に仕事中に意味ありげな視線とかも落ち着かないし。

　今日は定時後、社長と何か話し合っていたので先に挨拶して、帰らせていただくことにした。

　私服に着替えて、ロッカーに制服を戻す。支給された制服は、ニット素材の白い飾りボタンのあるクリーム色の清楚なワンピース。体のラインが綺麗に見えて気に入っているけど、服に着られているようで少しまだ慣れなかった。

　ロッカールームから出て、あとは受付の二人に挨拶して帰宅するだけ。

　そう思っていたが、受付が見えてくると、来客の対応中だった。

「良かった。高宮さんっ」

　受付嬢の一人に手招きされて近づいていく。すると、座って電話対応していた若い社員が『少しお待ちください』と保留ボタンをおして私を見た。

　受付には熊のように大きな外国の方がいる。髭で顔が覆い隠され、鼻と目がなんとか見えるぐらい。きついミント系の香水と真っ赤なポロシャツを着ている。

「すごい訛りが強い英語で話される方を対応していて、聞き取れないんです」

「聞き取れた部分からして、社長のクライアントと思うのですが予約表にもないし、社長は電話に出ないんです」

　二人は笑顔を絶やさず、訪問者ににこやかに対応しつつも早口の日本語で説明してくれた。私も挨拶するけれど、彼の早口の英語は少し聞き取りづらい。

「抑揚っていうか強弱がない感じですね。いいよ、任せて」

　日本人の発音もネイティブじゃないので聞き取りづらいことがあるが、英語は様々な国で使われていて、その国によっては癖が強い発音をする地域もある。レッスンで癖のない英語を習っているだけでは聞き取れない場合もあるから、こればかりは実践で身に付けるしかない。

　笑顔で対応しつつ、彼がアポなしで大学時代からの友人に会いに来たことを教えてくれた。名前もデジレと名乗ってくれたので聞き取れた。

　フランス訛りの英語だとわかると、分かりやすい。ということは、フランス語で話した方がいいのかな。でもフランス語はそこまで自信ない。それにこの人が本当に社長の友人かもわからない。

　早く電話に気づいて、と社長に念を送っていたら、ちょうど降りてきたエレベーターから隼也さんが下りてきた。そして熊みたいな来客に、一瞬目を見開いたがすぐに微笑んだ。

「Monsieur.Desire」

　隼也さんが名前を呼ぶと、今まで早口で英語を話していたデジレさんは、流暢なフランス語を話しだした。

「彼は、社長の友人なんだ。放浪癖がある人だから八年ぶりぐらいかな。一応、今度から通して。電話も取れなくて申し訳ない。あとは任せてくれていい」

「佐伯部長」

　佐伯さんはしっと人差し指を唇に当てて、私に静かにするように目で微笑んできた。そして再びフランス語で何か会話してから再び私の方へ向かってきた。デジレさんは、受付の人に案内されてエレベーターホールへ歩き出している。

　なんでもできてしまう彼に、なぜか軽く敗北感を味わう。

「急に悪かったね。彼の英語は癖があるんだが、慣れたら問題ないから」

　残っていた受付嬢に微笑む。もちろん、社内で一、二を争う可愛い受付嬢の頬は簡単に真っ赤に染まっていた。

　隼也さんが来てくれたし、私の役目は終わったみたいだ。

　でも、全然役に立てなかった。フランス語も勉強した方がいいのかもしれない。

「ではお疲れさまでした。お先に失礼いたしますね」

　何も気づいていない体を崩さず、会釈してから踵を返す。

　けれど隼也さんは私に視線を向けると、二人に挨拶してから私の方へ来た。

　そのまま彼は出口まで一緒のペースで歩いてくるので思わず睨んでしまった。

「何でしょうか」

「祖母を許してくれ。最近、朝、翠と会えないと落ち込んでいるようだ」

「急に仕事が変わり、ジョギングに行く余裕がないだけです」

「だったらいいが、今回のお見合いの件は俺が強引にしたことで、それほど翠が欲しかっただけだ。祖母は関係ないからな」

　自分一人で責任を負うと豪語しているが、それは当たり前だ。佐伯のおばあちゃんは共犯かもしれないけど、行動に移したのは貴方だ。私はそれを許すつもりもない。

　あんなに英語もできるなら、私を解放してくれたらいいのに。

「分かっています」

「どこまでわかっているのか。俺は本気だからな」

　まるで仕事の内容を確認しているような、事務的な会話。なのにその裏をもっと知れと強要されているようで落ち着かなくて、足早にエントランスから出て早歩きで彼の元を去った。
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　むしゃくしゃしながら、駅まで歩く。

　終電までは５本ぐらい電車があるのを確認してから、一人で飲めそうな居酒屋を探す。

　ヤケ酒をしなければ、やってられない。当分、朝のジョギングもしたくない。明日も佐伯さんと顔を合わせたくもない。

　子供みたいな我儘で頭の中をぐるぐるさせていたら、ポコンとメッセージの通知が来た。

『試験、どうだった？』

「深雪だ」

　学生時代からの友人で、今は大手航空会社の国際戦のキャビンアテンダントをしている深雪からの連絡だった。

『今から会える？　駅前のＢＡＲにいるんだけど』

『めっちゃお腹空いたから、居酒屋に行きたい』

　ポコンポコンと続けてメッセージが来て落ち着かない。

　駅の入り口まで来たので、一度立ち止まって建物の壁に近づいて、そこで携帯を見る。返信が追い付かないので、電話をしてみると、ワンコールで繋がった。

「深雪、私もうすぐ駅に着くんだけど、今どこのＢＡＲにいるの？」

『上見て、上』

　上を見上げると、真っ暗な空に浮かぶのは、ネコの瞳のような三日月。少し視線を下げると、二階の窓辺から手を振る深雪の姿があった。タイミングよく立ち止まった建物の二階のバーで深雪は飲んでいたらしい。私も手を振り返し、電話を切るとすぐに二階へ向かった。






　深雪は長身のモデルのように綺麗な子で、１７６センチのショートカット。化粧も航空会社は化粧品から何から決まっているけど、オフの時は奇抜で今日は紫のアイシャドウに、濃いアイライン。雑誌の撮影みたいな、誰もが振り返るような綺麗な子だ。

「二階から、すっごい今にも電車に飛び込みそうな翠の顔を見て、驚いちゃった」

　真っ赤なネイルが光る手が、タバコを持つとケラケラ笑う。陽気な彼女と違って、私の明日は暗い。なので生ビールを頼むと、そのままお見合いのことと試験のことを愚痴ってしまった。

「ふうん。でも結婚できなさそうだから、手に職をって言ってたじゃん。その御曹司と上手くいくなら出世できなくても、いいじゃん」

「良くない。努力して、その結果が自分のせいじゃないなんて悔しい。それに彼がどうして私を好きなのかも疑わしい。あと」

「あと？」

　灰皿に灰を落としながら、私が何を言うのか分からず深雪が首を傾げた。

「めちゃくちゃ格好いい」

「ぷっ」

「なんで笑うの。格好いいんだから、信用できないじゃん。私なんて、そこらへんに転がってそうな普通……いや、普通って言っていいのか分からないぐらい魅力ないじゃない」

「そう？　私は努力してまっすぐで不器用だけど、誠実な翠が好きよ。その男、見る目があると思うけどなあ。自分のおばあさんを助けてくれた翠に惚れたってことでしょ」

「それも信じられない。ジャージにほぼすっぴん姿の汗だくだった私を見て、惚れる？」

　ビールを一気に飲み押して、ルージュが手についても構うもんかと豪快に手で口を拭く。すると、深雪が急に口を尖らせた後、考えるように右上に視線を向けた。

「そこまで言うなら、私のツテでいいなら仕事紹介できるかもしれない」

「うそ。海外？」

「そう。ニューヨークにある日本の化粧品の会社なんだけど、パッケージの翻訳とか通訳できる人探してたんだよね。すぐに紹介できるよ」

　カバンから名刺ケースを取り出して、一番上に会った名刺を見せてくれた。その名刺には大手化粧品メーカーの人事部の人の名前がローマ字で綴られている。どうやら紹介してくれる相手は外国人らしい。

「今から呼ぶから、面接じゃなくてまあ普通に友人として楽しもう」

「ええ、今から？」

「運が味方してくれている今がチャンスよ。あんた、少し抜けてるからこのままずるずる秘書なんてしてたら、絶対に結婚させられるよ。それでいいなら私は何も言わないけど」

「うっ」

　確かに今の会社に居る限り、あの人から逃げられない。親だってあの人とのお見合いは大賛成。おまけに彼のおばあちゃんを私は嫌いではない。

　けどせっかく磨いていた技術を腐らせたくないしもっと向上したい。スキルアップできるチャンスが今の状況でないのならば、深雪の話にまずは乗ってみるのも悪くない。

「お願いします」

　私が決意をこめて、力強くそういうと深雪は笑わずに頷いてくれたのだった。






　＊






　夢のような一夜だった。深雪が紹介してくれた人は、サバサバした女性。三人で英語で会話したが私の英語を褒めてくれたし、向こうでの住居等も会社が保証してくれるという。スキルアップしたいという私の言葉に、熱心に耳を傾けてくれていた。昇進試験に苦い顔をしていたうちの両親とは大違いだった。

「浮かれた顔だな」

「佐伯部長。こちら、頼まれていた資料です」

　いつの間にか、佐伯さんが私のデスクの前まで来て顔を覗き込んでいた。驚いたけれどそれを隠して会話できた。浮かれていても仕事はとっくに終わっているのだ。そうアピールしたくて、余裕の笑顔でまとめた資料を渡す。

　すると満足そうに頷く。

「ああ。ありがとう。できたら、何がそんなに嬉しいのか教えてほしいものだ」

　遠回しに、もっと話がしたいと言われているような気がして、笑ってその場を離れようとする。が、彼が簡単に私を解放してくれるわけはない。彼は私とのお見合いを成功させるためなら、不正を働いて試験を不合格にさせるのだから。

　私は周りを確認する。一応、肩書は人事部部長。オフィスは人事部だが、今はちょうど人が出払っていて私と佐伯さんしかいない。

「佐伯さんのお力になれているから、かもしれませんね」

「それは、いい意味にとっていいのか」

　少し怪しむ彼に、私は浮かれていたので微笑む。

「仕事中ですのでこれ以上は。あとは仕事の後にお時間をいただければ、と思っています」

「もちろんだ」

　少しだけ余裕のない、やや早口の言葉に私は頷く。

　私から仕掛ける。試験のことを許したくないのだから、私から仕返しをするつもりだ。

　定時後、私が先に帰らせてもらい時間をずらして待ち合わせをした。

　場所は、都内のクラシックホテルの７階にあるＢＡＲ『ＳＷＩＮＧ』だ。私を採用してくれると言っていたアガサさんの提案でここにした。

　彼は一枚も二枚も上手で、しかも地位ある男性。お見合いを断ったら逆恨みされるかもしれない。渡米するならギリギリまで彼に隠しておいた方がいい。油断させた方がいい。

　彼に昇進チャンスを奪われているのだから、何も告げずに逃げることに彼が怒る権利は絶対にないんだから。

「翠」

　低くよく通る声。バーの入り口で、バーの淡いライトの下、手を挙げてこちらに来る彼。

　控えめに私の下の名前を呼ばれただけで、なぜか不覚にもドキドキと胸が高鳴った。彼が私めがけて駆け寄ってくるだけで、動悸が激しくなるなんて、私は少女のように恋愛に免疫がないのがばれてしまう。

「すいません。突然こんな形で呼び出して」

　私は、自然に彼の飲み物を頼んだ。彼の意見も聞かずに赤いワインを、頼んだ。

「いや、俺ももっと話しておきたいと思っていたから」

　ネクタイを緩めながらカウンターの隣の席に座る。そんな彼に、私は微笑む。

「不束者ですが、よろしくお願いします」

「……どういった方向転換だ」

　私の言葉に驚くのではなく、楽し気に彼は笑った。何かの冗談だとでも思っているのだろうか。

「ここ数日、あなたの仕事の真摯な姿勢や、真面目で硬派な性格に文句なく完敗だったからです」

　これは嘘ではない。仕事中は、お見合いの強引さが嘘のように、ストイックで私的なことを挟まず仕事をしていた。この会社を継ぐのは決まっているのだろうが、会議で一回りも二回りも年上の役職者たちと対等に意見を交換していた。度胸もある。

　嘘を吐くときは本音も混ぜるとばれにくいと、深雪からアドバイスをもらったので、これは本当だ。

「それは嬉しいが、俺はお見合いの時の君の様子からして、長期戦を覚悟してたんだけどな」

　ククッと笑うが、その言葉は嘘だと分かる。今にも首に食らいつきそうな獰猛な人だ。

「気が変わったならいいです。勇気を出して４杯もワインを飲んでお酒の力を借りたのに」

「じゃあ、このワインで辞めてもらおうかな」

　私が頼んだワインを彼が奪う。なので、私も負けじと微笑む。

「本当に私でいいんですか？」

「もちろんだ。君が良い」

　即答だった。ワインを一気に飲み干すと、濡れた唇が赤く光ってセクシーで思わず目をそむけたくなったが、私は目を逸らさなかった。いや、逸らせなかったのかな。

　嘘をついていない、彼の少しブラウンかかった瞳が甘く揺れていたから。

「お見合いを邪魔した理由は先に述べたとおりだが、同じく数日仕事をしていた中で、ストイックながらも真面目で融通が利かない不器用な君が益々魅力的だなって思っていたんだ」

「要領が悪いのは、努力しても治らなくて」

「それを補うほど、翠は頑張ってるよ」

　私の何を知っているんだ。ついそんな本音を吐きそうになったけど、問題はそこではない。

　問題は、彼に信用されるために証拠を手にすること。

　昨日、深雪に助言されたことは、本当に悪魔のささやきだった。転職まで彼に悟られないように婚約者のふりをすればいい、と。私が『だけど、婚約者ってことは当然恋人のような関係になるんだよね』と尋ねると『そりゃあ小学生じゃないんだから、エッチはするかもね。彼が頭のお堅い人で、結婚まで清い交際をするような人なら別だけど』と言う。

　彼はどう見てもそんな清い交際をしてくれる人ではない。婚約者のふりをしつつ、転職の準備をするのも怪しまれないようにしないといけない。だったら。

　だったら私が考えたことは『一夜を共にしたような痕跡を残すこと』だ。

　酔った彼の服を脱がし、私も脱ぎ、そして朝同じベッドで目を覚ましたら、大人なのだから何もなかったはずはない。そう匂わせる。

　深雪は不可能だってケラケラ笑っていたけど、でもできるならやればいいと悪魔のささやきをしてくれた。風邪薬をワインに少し混ぜれば、もしかしたらうまくいくかもよと。

　そして今。目の前で風邪薬を混ぜたワインを、彼が飲み干した。

　薬が効く前に、私は既成事実を作ってやる。悪いことをしていることは重々承知。それでも１年以上実績や勉強をして頑張っていた試験を、彼の公私混同で落ちたことはどうしても許せなかったんだ。

「……その、佐伯さん」

「仕事以外では、隼也で構わない」

「では、隼也さん」

　少し照れつつも、彼の切れ長の目を見つめる。

「貴方の家に行ってみたい。と言ったら、はしたないでしょうか」

　目を見開いた彼が、次に私の真意を探るように目を細めた。見透かされそうで恥ずかしくて、頬が熱くなる。悪いことをするから、罪悪感で体温が熱くなっているだけだ。見つめられているからではない。

「あの、恥ずかしいので無理なら無理と言ってください」

「いいや、喜んで」

　すべてわかってると言われているようで、落ち着かないけど私も微笑む。

　何も後ろめたいこともなく、彼に私の人生をめちゃくちゃにされてなかったら、今、この瞬間は、本当の恋人になれたのだろうか。

　少し空しく、少し滑稽で、グラスの中のワインに映る自分は、心も体も醜い化け物のように思えた。


















３・体温を移してほしい












　タクシーに乗って彼の家に着く頃には、少し眠たそうな顔になっていた。普段隙もない彼が少し眠たそうに瞼を重そうに眼を開けている姿は少し可愛いとさえ思ってしまった。

「飲みすぎましたか？」

「ああ。すまない、格好悪いな」

「いいえ。私もワイン飲みすぎちゃったので」

　彼を支えてタクシーから降りて、そびえ立つマンションを見上げる。てっきりあの散歩コースの海沿いの家に帰ると思っていた。だが成人しているのだし、家を出ていて当然か。佐伯のおばあちゃんと家でばったり出くわしても気まずいから、こっちの方がいいのだけど。こんな都会で広いプロムナードを通りエントランスで管理人が常備しているマンションに驚く。エントランスには噴水と季節の花が飾られている。

　少し外の空気に触れたからか、彼が私の腰を引き寄せてエレベーターに乗る。そしてカードキーを差し込んで自分の階に移動する。もしかして、このマンション、ワンフロアに一部屋なのだろうか。どんどん上がっていくエレベーターは、22階で止まった。

「一階のパブリックスペースは偶にプロの演奏家を呼んでパーティーが開かれたりする。前回はジャズバンドだったかな」

「へえ、広かったですものね」

「このマンションの所有者と建築デザイナーが外国人で、一階で騒ぐのが好きなんだ。このマンションは結構外国人も住んでいる。翠も気に入るよ」

「……それは、素敵ですね」

　ちょっとだけそれは面白いと思う。講師たるものどこまで自分の英語がネイティブな人たちに通用するのか、色々と勉強するチャンスだ。隼也さんは訛りのある英語も聞き取れていたのは、やはりこんな風にコミュニケーションをとっているからだとしたら、私ももっと実践で使ってみたい。

　そんなことを考えていて、ふと足を止めた。ワンフロアに一部屋しかないのはこの際どうでもいい。問題は彼がまだ意識があることだ。風邪薬ぐらいでは効かなかったということだろうか。普通に会話が成り立っている。このままではだめだ。

　自分の顔まで映りそうなほど輝く大理石の玄関で、自分の焦った顔を必死で隠す。

　玄関からリビングまでの長い廊下は、モデルルームのように生活感もなく綺麗だった。

「なんか、男性の一人暮らしのマンションに見えませんね」

「ああ。忙しくて寝に帰っているようなものだから」

「キッチンを借りてもいいですか。飲み物を用意します」

「頼む。好きに使ってくれ」

　許可をもらいコップを探す。キッチンは使った痕跡が見当たらず、まな板すら見つからなかったし、冷蔵庫の中にはお酒ぐらいしかない。意外にビールなんて飲むんだ。

　飲みなおそうとお酒を持っていって、もう一度薬を混ぜてみようか。けど、知識もなくお酒と飲ませて彼に何かあったら私は犯罪者じゃないかな。

　急に罪悪感が押し寄せてきてグラスを二個並べて躊躇してしまう。

　ビールもお水も両方用意して、彼の様子を見て判断しようと思った。ここまで来たのも私。計画したのも全部私。失敗しても、無理やりどうこうしてきたりはしないと信じてリビングへ向かう。

「隼也さん――」

　けれど、名前を呼んで近づいてみると、彼は手を組んで少し下を向いて座ったままの体制で眠っていた。

　良かった。薬が効いたんだ。あとは、さも情事の後を匂わせればいい。

「隼也さん、眠るのでしたら寝室へ」

「あー……ああ、そう、だな」

　声も眠たそうでくぐもっている。ネクタイを緩めると、開いているのか開いていないのか怪しい目で立ち上がって寝室へと向かう。私は彼を支えながら介抱するふりをして寝室へ向かった。

　寝室にはキングサイズのベッドと写真が壁に何枚か飾られているだけだった。電気もつけずに薄暗い部屋に彼はベッドに倒れ込むと、そのまま寝息を立てだした。ので、緩めたネクタイを外し、ベッドベッドサイドに畳んでおいた。眠っている隼也さんには悪いけど、服のボタンをはずしていく。すると見えてきた肌と程よく引き締まった腹筋に、恥ずかしくなる。急いで脱がせたシャツをハンガーにかけようと、クローゼットを開ける。中には、クリーニングに出したままビニールのカバーがされたままのスーツが何着も並んでいた。カバーを外さない彼は、意外とずぼらなところがあるのかな。

　脱がせたシャツも鼻につかない程度の上品な香水の匂いがして、その匂いも嫌ではなかった。そのまま服を脱がせても起きない彼に近づく。上だけではだめだ。下も脱がせて、そして私も隣で寝ないといけないのだから。

　ギシッとベッドのスプリングが音を立てる。ズボンのベルトに手をかけたけれど手を引っ込めて深呼吸する。顔を見上げて飾っている写真を見る。その写真もよく見ると、ニューヨークにあるうちの会社の支社だ。夜に染まる背景に堂々。とそびえ立つそのビルを覗き込む。

　私が騙して眠らした彼は、この会社の御曹司なんだ。改めて、とてつもないことをしてしまったんだと冷や汗が出る。

　隣に座って顔を覗き込んで、私は最低なことをしてしまったと後悔した。確かに仕事はできる。顔も、今まで生きてきた中で一番、整っている。父親の後を継ぐために、会社の上司と意見が対立したり強引に推し進めていて『我儘王子』だなんて皮肉を言われているのも聞いたことがある。それぐらい、誰もがこの人を見て、強い感情を覚える。

『鼻緒が切れるのは、何かの予感。前兆。過去を脱ぐといった意味がある』

『え？』

『つまり、恋の予感ってことだな』

　初めて会った日の最初の会話を思い出して、頬が熱くなる。熱くなった頬を両手で抑えながら、自分でもベタな展開だなって分かっている。

　それでも私の人生をこの人が狂わせていいわけないんだから。

「どうした？　隣に来ないのか」

「ひえ、起きたんですか？」

「ああ。寒くてな」

　私に上の服を脱がされ、ベッドに転がったままなら確かに寒いかもしれない。

「えっと、空調を」

「いいから、早く来い」

　伸びてきた手が強引に私を引き寄せる。

　身をよじってベッドから立ち上がろうとしたら、彼の方が力が強くて背中から倒れ込む形になった。

「俺だけ脱がされて、急いてるみたいだろ」

「う、わっ」

　色気のない声を上げた私のうなじに彼の唇が触れた。わざと音を立てて離れた唇。触れた部分が熱くて、そして甘い声に動けない。

「こっちを向いてほしい」

　卑怯だ。さっきみたいに強引に向かせればいいのに、わざと私の反応を楽しんでいるみたい。耳元でささやかれて、体がぞくぞくする。

　首を振った私を、フッと笑うと後ろから私の服のボタンを器用に外していく。白いシャツからあらわになっていく自分の肌を見たくなくてぎゅっと目を閉じた。

　最後のボタンが外れた時、はらりとシャツが落ちて、中に来ていた白のキャミソールと、キャミソールから覗く下着に恥ずかしくてもう一度立ち上がろうと試みる。

　なのに首筋から背中に流れるようにキスが降って、その感触に目を見開く。

　熱い。背中が燃えるように熱い。彼に触れられた腕と、背中がどんどん熱を孕んでいく。

「耳まで真っ赤だな。慣れてないのか」

「あ、当たり前です」

「それなのに、自分から誘ってきたわけか」

　するりと彼の手が私の足に伸びた。足を這う手が、スカートを上にめくり上げていく形で太ももに触れる。優しい儀式のように、丁寧なのに、その指先の動きにぞわぞわ体が震えている。抵抗しないといけないのに、次はどんな動きをしてくるのか予測不可能で、つい動かず次の動きを待ってしまう。

「それは、同意ってことだよな？」

　もう一度、念をおされるように聞かれて観念して彼の方に向く。向き直って見上げた彼は、窄めた目で私を優しく見下ろしている。

　頬に伸びた彼の長くすらりとした手に、うっとりと目を閉じてしまった。

　彼の眼は、本当に私が愛しいと言っている。

　彼が私にしたことは、傲慢で強引で、許せることではない。そう思って復讐を誓ったのに、彼は私を信じて、そして私を望んでいた。

　復讐とも気づかずに、私に優しく触れている。

「翠」

　私があなたに思っている感情は複雑だった。素敵な人だと思う。でも許せないとも思う。そして自分の行動を卑怯だと思う。だけど彼の触れる手は嫌いじゃないと思う。

　支離滅裂な私の思考回路。ただ、私に触れてくれる彼の手は、私の知っている異性の手の中できっと一番優しい。

　流された私は、きっと愚かだ。復讐だ、仕返しだ、既成事実をつくるだけだと豪語しておいて、目の前で愛情を向けられて躊躇して罪悪感で戸惑う馬鹿な女だと思う。

　私が頷くと、彼の唇が私の唇に触れた。

　数回、子どもみたいに角度を変えて触れ合うだけのキスだったけど、顎に手を添えられ、薄く開かされた。薄く開いた口に彼の熱い舌が入ってくる。

「んんっ」

　舌の動きに翻弄されていたら、キャミソールにしたから手が入ってくる。薄く開いた目で彼を見たら、目があって逸らせなかった。

　気づけば彼の動きに合わせて手を挙げて、脱いでいた。

　準備も何もしていない、普段の下着が恥ずかしくて胸を隠す。それに気づいた彼が、キスしたまま私を押し倒して手をシーツに縫い付けた。

　足と足の間に彼の太ももが割って入ってきて、スカートは完全にめくれてしまっている。冷静にそんなことを思っているのに、私の体はもう動かない。彼のくれる熱に、感情が沸騰している。好きじゃない。こんな人、好きじゃない。

　頭の中で繰り返しても、無意味に消えていく。好きじゃないって思うほど、この人を知らない。どんなものが好きで何が趣味で、好物とか休日になにをしているとか何も知らない。

　のにこの熱は欲しいと思ってしまう。婚約者の振りをしたかっただけなのに、自分のさっきの行いも卑怯だから抵抗できないんだ。そう思うしかないほど、彼が触れてくるところが甘く疼いた。簡単にブラのホックを外され、戸惑う。

「あの、み、見ないで」

　慣れた手つき。きっとこの人はもっと綺麗な人を抱いたことだってあるだろう。その過去の誰かと比べられるのは恥ずかしかった。

「それは無理だ。俺の体も限界なんでな」

　首筋に落とされた唇。胸の谷間にゆっくりと降りてくるキスが、じれったくて足の指がぎゅっとシーツを掴んで閉じる。

「――翠」

　再び甘く呼ばれて、キスが嫌じゃなくて戸惑う間に、彼に触れられて芯を持った胸を甘噛みされた。

「やっ」

　舌で転がされ、じわっと下半身が疼くのが分かった。執拗に何度も攻めるわけではなく、すぐに舌がお臍まで這うので、足が快楽で震えた。

　そうか。これが、気持ちいいってことなんだ。逃げ出したいぐらい恥ずかしいし、見られたくないのに、彼が触る部分が気持ちいいなんて。

「え、やっ、待って」

　彼がお臍に舌をいれぐりぐり刺激しながら胸を手で覆い隠すと、濡れた尖りにあたり、じんじんした。

「大丈夫。嫌なことはしない」

　顔を上げた彼の額から、つつーッと汗が垂れる。そして目じりに浮かんだ涙に口づけすると、片手で私の太ももを掴んで、少し開くと手が中心に伸びてくる。

　彼の指が下着をなぞると、背中が大きくびくんと震えた。指が動くたびに下着の中がくちゅっと音を立てるので、羞恥心から目を閉じる。

「隼也さん、それ、い、やっ」

　胸を押して、嫌だと抵抗するが手首を掴まれて、シーツに再び押し付けられた。

「嫌なら、ここまで濡れないと思うけど」

　楽しそうな声で笑われて、沸騰しそうだった。

　けれど小さく『濡れてません』と嘘を吐くと、ゆっくり指の動きが止まり、代わりに下着がずり下ろされた。

　代わりに、フッと小さく笑う声と、中に入ってくる指。周りをなぞるようにゆっくり中へ入ってくる指は、目を閉じていたせいか形が想像できるほど、しっかり存在感を出している。

　わざと音を立てて、中をかき混ぜられ、必死で手で口を覆う。覆うのに、漏れてしまう甘い声に、自分でも戸惑う。

　うう。恥ずかしい。こんなに簡単に濡れて、簡単に声が漏れて、呆れていないだろか。

「声は我慢しなくていい。俺しかいないんだから」

「だって、ん、んっ」

　つぷんっと音がして、指が二本に増やされた瞬間、シーツの上で足の爪を立てながら、じたばた動かしてしまう。

「翠は可愛い反応をするよな」

「隼也さんが、ねちっ、こっ、いんです」

「そうか？　気持ちいいことしかしてないつもりだけど」

　嬉しそうな声と共に、指が抜かれていく。その指が芯を弾いたのでびくびくと痙攣してしまった。

　じわっと更に濡れて、恥ずかしい。騙すはずだった相手に、指だけでこんなに翻弄されてしまっている。そんな私に気づいたのか、彼が私の前髪を掻き上げて額に口づけしてくれた。

　そして瞼、鼻、唇に触れたと思うと、カチャカチャとベルトが外れ床に投げ出される音がした。恐る恐る片目だけ開けると、彼が私の頭上で手を伸ばしている。それがゴムだと気づいたとき、胸が大きく高鳴った。乱暴に噛んで破ると、はらりと床にパッケージが落ちる。荒い息に甘い吐息が混ざっていて、隼也さんも興奮しているのが分かった。

　再びキスされて『悪いがもう止めてやれないからな』と彼の言葉と共に、熱が窄みに宛がわれた。二つに引き裂かれるかのような痛みが一瞬だけあったけれど、隼也さんの手が私の手を絡みとって優しく撫でながら、慣れるまで動かないでいてくれた。

　ただ、ずっと顔を見つめられていたら少し恥ずかしい。

「まだ、痛い？」

「……痛くない、です」

　ああ。私、この人と繋がってしまった。婚約者の振りをするはずが、罪の意識からあらがえなかった。それだけじゃないことも、とっくに自覚している。

「キスをすると、興奮して痛みが和らぐらしい。シていい？」

「い、いちいち聞かないでください」

　了解を取るのは卑怯だ。さっさと強引にしてくれたらいいのに。もう少し無理やり、私の身体よりも自分の快楽優先で動いてくれた方が、罪悪感が生まれないのに。

「そう。じゃあ、遠慮なく」

　お姫様を目覚めさせるような、優しいキス。

　そのあとに舌が入ってきて舌の付け根を刺激される、くちゅっと唾液の音がする。

　激しいキスと同時に、せり上がってくる熱芯が体の奥に入ってコツコツと当たった。

「んんっ　んっ」

　キスのせいで嬌声は出なかったが、角度を変えるたびに甘い吐息と共に漏れた。

　濡れた音と甘い吐息、そして彼の汗が体に数滴落ちて私の体を伝ってシーツに落ちていく。彼が動くたびにシーツの上の私の髪が波のようにゆれていく。

　そして彼が前後の動くたびに先端が私の中の敏感な部分を擦って、気づけば私は強請るように自分から足を開いて彼を受け止めていた。

　恋でもない、愛でもない。酔わせて、ただ婚約者のふりをしたかっただけなのに。

　どちらか分からない唾液が口も端からつつーッと垂れる。彼が動くたびに頭の中が真っ白になって、絡ませた指に力を籠めるぐらいしかできなかった。

「翠」

　ああ、擦られ奥を穿たれながら、甘く名前を呼ばないで。

「好きだよ、翠」

「ひ、ゃっ　ぁぁっ」

　囁く言葉は砂糖菓子よりも甘く、私の体に浸透していく。

　告白された直後、今までで一番深くキスをされ、背中がのけぞる。

「あっ　ゃ、ぁぁぁっんんっ」

　彼が熱を中に吐きだすと同時に、私も何度も痙攣しながら快楽に体が弾けて、甘くしびれ暗転してしまったのだった。


















４・仕事とハニトラ












　太鼓を叩く音がする。ポコポコポコと、ゲームのＢＧＭみたいな音なのに、その音は強烈に頭の中で響いて反芻している。一定期間流れると、一瞬止まるのだけどまた再び鳴り出す。

　それが携帯のアラームだと気づいたのは、カーテンから差し込む目を刺すような光で起こされたからだ。

　体を起き上がらせて、ベッドサイドに置かれていた携帯に手を伸ばし、アラームを消す。すると五分後に再通知と画面にかかれていてげんなりする。大体、こんな音を私はアラームに設定していない。機能から選んだオルゴールの曲のはずだ。

　手に持っている透明ケースの中の携帯を持って固まる。私の携帯は手帳型のケースに入れている。

「んん」

　悩まし気な声と共に、背後で誰かが寝返りを打った。

　その瞬間、ササーッと昨日の夜のことが蘇る。視線を下にずらせば、何も身にまとっていない胸が露わになっている。私の足元には、いつ脱がされたのか全く気づかなかったストッキングと、しわしわになってしまったシャツが転がっていた。

　恐る恐る振り返ると、ベッドには枕に抱き着いたまま寝返りを打つ佐伯隼也の姿もあった。

「……服も着てない」

　私が引っ掻いたのか、枕を抱きしめる指が赤いミミズ腫れになっていた。いや間違いなく私だ。彼が指を絡めるから、つい力を入れてしまったんだ。

　無防備に眠る隼也さんの写真でも撮っておけば、エッチした証拠になるかな。

　でも今更、最後までシてしまったのだから、写真なんていらないか。

「隼也さん、起きてください。私、一度シャワーを借りたいのですけど」

「……ああ。あと二時間」

「ああ、じゃないです。二時間とか余裕で遅刻ですよ」

　その前にセンスの悪い太鼓がまた鳴ってしまうから止めてほしい。

　隼也さんは朝が弱いのだろうか、揺さぶったけれどまだ心ここにあらずといった、ぼんやりした目がうっすら開いているだけで、電池切れの人形みたいだ。

「じゃあ、シャワー借りますね」

　床に落ちていたしわしわのシャツを肩にかけて、そそくさとお風呂場に向かう。タオルを勝手に取り出し、自分の携帯を確認すると家に戻って着替えるぐらいの時間はありそうだった。

　が、意外と腰と足の関節が痛くて、勝手にお湯も入れて体を温めようと服を脱いだ時だった。寝室から大きな音がした。本棚が倒れるような、何かが地面にたたきつけられる音だ。

　何ごとかと、タオルを体に巻いて、寝室へ向かう。

「どうしました？」

「……おい」

　先ほどの物音は、隼也さんだったらしい。彼はベッドから落ちたのか、ベッドに肘を置き床に座り込んでいた。

「なんだ、これは」

「なんだって、あー、枕ですか」

　彼が抱きしめて眠っていた白い枕のカバーに私の口紅やファンデーションが付いて汚れてしまっていた。

「これ、落ちるかな。昨日は化粧を落とす余裕もなかったですもんね」

「……すまないが」

　額に手を当てて、うねるように声を絞り出すと下を向いた。頭が痛いから抑えているようにも見えるその行為に、私は気づいた。

「もしかして、昨日のこと、覚えていないんですか」

「……」

　気まずい雰囲気を出しているので、分かってしまった。私が昨日、眠らせようとして一服盛ったワインのせいで、記憶が曖昧になってるんだ。

　まあ、私のせいだし。仕方ないよね。私が誘って騙して、酔わせたんだし。だから、婚約者のふりをするなら、『お酒は控えてくださいね』って笑って流すぐらいだろうか。

「あはは……隼也さん、今度から」

　婚約者の振りのために笑って言うつもりだった。

「今度からお酒は控えてくださいね」

　なのに言った瞬間、涙がこぼれてしまった。

「翠」

　慌てて彼が駆け寄ってくれたが、私は演技なんてできない。そもそも男子との経験だって多くないのに、こんなエッチが上手い男を騙せるわけなかった。

「すまない。泣くな。俺が悪かった」

「ちが、泣いてなんか……っ」

　あんなに愛されてると思ったのに。幸せで、こんなに愛されてるのに私は騙そうとして最低だったと罪悪感でいっぱいだったのに、そんな一夜を彼は覚えていなかったと言ってのけた。

　あんなに幸せだと、愛されていると感じた行為が、ただの酔った勢いでの行為でしかなかったなんて。
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「……悪かった」

　会社では向かうところ敵なしの隼也さんが、申し訳なさそうに私の髪を指先で弄って機嫌を取ろうとしている。

「いいんです。誘ったのは私なんで」

「不誠実だった。俺だって好きな女を抱いたなら、覚えていたかった」

「そうですか」

「信用してねえな。なんなら今から、昨日よりももっと優しく抱いてやるよ」

　反省のかけらもない傲慢な台詞に、涙が止まった。そうだ、この人はこんな人なんだ。

　私を自分のものにするためなら、私情をはさんで試験の結果を操作してしまう人なんだ。

「今日も今から仕事なのでそれは結構です。シャワーをお借りしますので」

「ああ、分かった」

　すんなり、弄っていた髪から手を離すあたり、この言葉もポーズに過ぎないのだろう。

　悔しい。こんなに人に昨日散々ときめいて翻弄されてしまったのが悔しい。

　罪悪感なんてもう持たない。絶対に、絶対に、騙したあと海外に逃げてやるんだから。






　＊






　記憶はなかったにしろ、ベッドの周りの惨状を見れば、私たちが関係を持ってしまったことは一目瞭然。私はただ、婚約者の振りをするために信じ込ませるための計画だった。

　それなのに、あの朝から、彼がとびきり甘くなったのは言うまでもない。仕事中は一応は公私を分けてくれているつもりなんだろうけど、視線とか口調とかほかの社員がすれ違ったり同じフロアにいると何度も見てくるぐらい、優しく甘い。

　けれど逆に私はそれが恥ずかしい。彼は忘れても、私は覚えてしまっている。

　彼に触れられた身体。繋がったときの痛くて甘い衝動。そして奥にあたるたびに体を痺れさせた行為。すべて忘れていない。

　彼と視線が合いそうになると逸らしてしまうし、息苦しかった。

　なので休憩は逃げるように外に出た。

　外は夏も終わり、駅までの道のりに生えている木々が、様々な色に染まり秋の訪れの準備をしている。

　いつも社内にあるカフェで適当に済ませていたのだが、今日は近くにあるに人気のオムライス屋さんを目指す。講師をしていた時は、レッスン希望者がほぼ夕方からだったから、出勤してから夕方までは教材を作ったり、書類作成とかゆったりしていた。今の秘書の仕事の方が、生徒のためと言うより自分のスキルアップのために挑戦できるのでどちらも良いところはある。けど、やっぱりぐんぐん上達する生徒たちとの関りも楽しかったな。今は、ほぼあの人の隣で、実力をみせつけられて、ぐぬぬっと唇を噛みしめてしまっている。

　途中、フラワーアレンジメント教室を入り口でしている花屋を通り抜けオムライス屋へ到着した。オムライス屋は、駅から少し離れた小道にあった。藤の花が紫のカーテンのように揺れている屋根の下の庭の席も素敵だけど、中も天井まである本棚に洋書が沢山並べられていて、図書館のようになっていて面白そうだ。ただ、店の周りを一周している列に並んでいたら、一時間しかない休憩が終わってしまう。

　予約しなかった私が悪いので仕方ない。駅の近くで摘まめるものでも買って帰ろう。

「翠」

　駅に向かおうとしていた私の向こうから、彼が歩いてくる。

「え……隼也さん」

　さっき彼に先に失礼しますと声をかけてから出てきたはずなんだけど、どうしてここにいるんだ。

「言っとくがストーカーじゃないかなら」

「まだ何も言ってません」

「この角にある祖母の友人の花屋に、注文していた花を取りに来ただけだ。翠は？」

「……美味しいオムライス屋さんがあると妹から聞いたので、偵察です」

「偵察か」

　ククッと笑った後、お店の周りの行列を見て私をもう一度見る。

「ちょっと待ってろ」

　彼が電話をかけて数分してから、庭につながる裏口が開いて、佐伯のおばあちゃんぐらいの年配の女性が着物姿で出てきた。

「隼也くん、こちらへどうぞ」

「急にすまなかった。こちらが婚約者の高宮翠さんだ」

「え、え？　あの、高宮翠です」

　深々とお辞儀をすると、そのままあれよあれよという間に、二階の席に案内されてしまった。隼也さんが、さきほどの女性は佐伯のおばあちゃんの生け花仲間で、二階席は知人にしか開放していないと教えてくれた。

「俺にも言ってくれたら、前もって予約しておいたのに」

「隼也さんと四六時中お仕事で一緒にいるんだから、ランチぐらいは一人で取りたかっただけです」

　しまった。すごくかわいくない発言をしてしまった。でも、一緒にいると息が詰まるんだもの。少しぐらいは距離をとってくれてもいいのに、どうして彼はこうも距離を縮ませてくるんだろう。

「へえ」

「わ、私はランチのミートソースのオムライスで、デザートはこっちのマンゴーシャーベッドにします」

　じっと見てくる隼也さんから顔を隠したくてメニュー表に顔を埋めた。

「そんなに見ないでください」

「メニューを覗き込む姿が可愛くてな」

「……可愛くないですっ」

　そうやって見てくるから私は開いたメニュー表から顔を上げられないんだ。

「ま、まだ私、怒ってますからね」

「反省してるだろ。次は酒の力なんて借りない」

「……信用できません」

「メニューを貸してくれないと、俺が選べないんだが」

　指でメニューを摘ままれ引っ張られたので、離すものかと両手で握る。今メニューを奪われたら、私の梅干しのように真っ赤な顔が見られてしまう。

「隼也さんも同じやつでいいです」

「勝手にきめるなよ」

　また笑う。はっきり言うと、隼也さんが笑うと目のまわりがくしゃっとなって、少し可愛いと思ってしまうんだ。だから、その笑顔も見ないようにメニューを手放せない。

「どうしたら信じてくれるんだ？」

「……そ、うですね」

　私の計画だったとはいえ、こうなってしまったら嫌われる方向でも構わない。無理難題を言ってしまおう。

「結婚までその……エッチを我慢できますか」

「お酒を我慢するではなく、結婚まで清い交際ってことか」

「そうです。できますか」

　罪悪感はあるものの、相手の顔が見えない今なら言える。

「私が本当に好きなら、できますか」

「ああ、いいよ」

　即答だった。まあ私の体に魅力がないのは否めないしね。

　返事をもらって油断した瞬間、フッとメニュー表が奪われた。彼と目が合うと、幸せそうに笑っている。

「ここまで真っ赤になると可愛い翠を、泣かせてしまったんだからそれぐらいしないとな」

「……可愛くないです」

「ほら耳まで赤くなった」

「見ないで。梅干しみたいだから見ないでください」

　私が梅干しと言ったら、隼也さんは声を出して笑った。とても楽しそうに笑うので、申し訳なくなった。

　私の目的は、あなたを騙してギリギリまで婚約者の振りをして、そして海外に逃げることなんです、と。

　けれど、それも今揺らぐ。もっと最低で横暴で傲慢な人だったら、この計画は無事に遂行されていたはずだったのに。

　美味しいはずのオムライスも彼の前だと、味なんてしなくて戸惑う。デザートに食べたマンゴーシャーベッドは、冷たくて火照っていた私の体に浸透して、すぐに溶けた。
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　それは退社と同時に来た妹と深雪からのメールだった。

　二人がケーキを食べている写メと一緒に『仕事終わったら集まろう』と添えられている。

　妹は読者モデルをしていたこともあって、身内贔屓で言わなくてもかなり可愛いと思う。そんな妹は、深雪が家に来た時に『美人っ』と大興奮してそれからずっと懐いている。私としては妹と親友が仲がいいのは少しだけ複雑だったりして。

　二人がいたのはファッションビルのレストラン街にあるイタリアンレストランだった。仕事終わりの女性客でにぎやかな中、窓辺の夜景が見える席で二人が座って手を振っていた。

「なんで一緒にいるの？」

「偶然だよ。私が紹介したネイルサロンが、今日特典日でね。妹ちゃんも偶然来てたんだ」

「お姉ちゃん、見て。色違いにしちゃった」

　二人は秋のネイルカラーを意識したのかオレンジ色に染めた爪をデコレーションしている。

「あとお母さんに聞いたんだけど、お姉ちゃんお見合いしたって言うからさ」

　くるんと内側に巻いた髪を揺らし、妹の百花が頬を膨らませた。少し垂れ目だけど大きな瞳に、おっとりした口調と女の子らしいピンク色のワンピース。私とは正反対で本当に生まれた時から可愛かった。一緒に歩くと、男性が振り返る率が高い。

　このファッションビルのアクセサリーショップで働いているので、いつも耳に可愛いピアスが揺れている。

「あ、店長みっけ。挨拶してくるね。お姉ちゃん、ちゃんとお見合いの話教えてよー」

　小動物みたいにちまちま走っていく妹を横目に、珈琲とパスタを注文して溜息を吐く。

「アガサさんが、一度日本支社に来て色々今後について話し合いたいって言ってたけど、連絡取れてる？」

「うん。でも予定が合わなくてさ。次の週末ぐらいなら予定ないんだけど」

「なあんか、乗り気じゃなくない？」

　深雪の発言にどきりと体が揺れた。

「てか、お酒盛る話はどうだったの？　成功したの？」

「……せっかく薬をもらったのに、ごめん」

「失敗したの？」

　磨かれた爪を眺めながら、深雪が溜息を吐く。が、どういえばいいのか分からない。

「その……エッチしちゃった」

「はあ？」

「でも薬のせいで次の日、何も覚えていなかったの、相手」

「ちょっと待ってね。笑っていいの？」

　どんな表情をしていいのか分からないのか、顔が引き締まって怖くなる。笑うなら笑えばいい。私だって自分が信じられない。

「ああ、それで情が移って、気持ちが揺らいでんだ。翠って恋愛経験ほぼないもんね」

「ううう。自分でもわからない」

　仕事中も息が詰まるけど、嫌なわけではない。それに彼は私に紳士的になったし、すごく何をしていても気持ちが伝わってくる。

「あのさ、翠の気持ちは一旦置いとくけど、仕事を紹介した私の顔には泥を塗らないでね。揺らいでるなら、自分でアガサさんに言いなさいよ。私の友人に信用ないことしないでちょうだい」

「ごもっともです。ちゃんとします」

　大手からのお話だし、彼女はとても話しやすい人だった。無下にはできない。

「あー、もう注文しちゃった？　私、シーフードサラダにする」

　タイミングよく戻ってきた百花は私たちの顔を見て首を傾げた。

「難しい話してた？」

「いや、私が悪いって話」

「そうそう。翠がね、婚約したくないのに相手を騙して婚約のふりしてんの」

「えええ。どういうこと。あ、すいませーん、サラダの注文お願いします」

　百花がマイペースに注文を終えるのを待って、一夜のことはぼかして今までのお見合いの経緯を話した。

「えー。酷い。お姉ちゃん、試験のために毎日勉強して頑張ってたじゃん。ほぼ合格だって言ってたのに、どうしてそんなひどいことするの。好きなら、好きな人の出世を邪魔していいの？」

「だって好きな人が海外に行ったら、結婚するの遅れるし、彼は会社の後を継がないといけないでしょ」

「そうだけどー。愛があるならついていけばいいのに。信じられない。私は反対っ。玉の輿でも反対！」

　テーブルを叩くと、ちょうどサラダとパスタを持ってきた店員が驚いたので、謝る。

　百花は、私と違って出来もよく顔もよく甘やかされてきたので、ちやほやされて当たり前だと思っている節がある。けれど、私には懐いてくれているから気にしなかったけど、どうやら私が存分な扱いを受けるのも嫌らしい。

「ねえ、お姉ちゃんの婚約者、呼び出そうよ」

「無理だよ。仕事忙しいし、きっとまだ終わってないよ」

「でもお姉ちゃんが好きなら来るでしょ。で、私が誘惑してみる」

「はあ？」

「ハニトラね。面白いじゃん。本当に翠にメロメロなのかな。結婚までエッチ禁止されて、溜まってるかもしれないじゃん」

　深雪も乗ってきて、二人で盛り上がってきている。確かに深雪も百花も可愛いし綺麗だ。男の人の目には、私みたいな頭でっかちで可愛くない女より、二人の方が魅力的に映るのだと思う。

　でもなんだろう。二人にもやっとしてしまう。

「彼の反応によって、仕事をとるか彼をとるか考えてもいいんじゃないかな」

「……多分だけど、隼也さんは誘惑には負けないと思うよ」

　彼はそんなに簡単に意思が変わるような人ではない。こうだと思ったら、意地でも自分の意見を通そうとする。一見、傲慢に見えるんだけど、でもいつも間違っていない。

「へえ、惚気？」

「ちが、でも、そうだと思うだけ」

「じゃあ、良いじゃん。呼び出して」

　まだ不満そうな百花と深雪にもやもやは晴れないが、駄目元で送ってみた。

『友達が会いたいらしいのですが、会えますか』

　画面を見つつドキドキしていたら、二人が覗き込むので慌てて胸に押し当てて隠した。

「いいじゃん、けち」

「駄目。パスタ食べ終わるまでに返ってこなかったら諦めてね」

　二人にそう念を押したのに、なんということだろう。パスタを食べ終わりそうな頃、返信が来たのだった。

『場所はどこ？　すぐに向かうよ』

　そんな当たり障りのない言葉に、何故かもやもやが吹っ飛んでしまうのだから、私は自分の偏屈な気持ちとちゃんと向き合わないといけない。
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　時間は二十一時を過ぎたころ、待ち合わせは駅前の噴水前にした。噴水前はライトアップされていて、夜はカップルが多いからだった。

　深雪は喫煙室に向かい、私と百花はベンチに座って隼也さんを待っていた。

「百花は今は恋人いないの？」

「うん。あっくんね、お味噌汁にじゃがいも入れてって頼んできたから価値観の違いから別れたの。私は豆腐とねぎとワカメ以外は嫌だもん」

「まあた、そんな理由で」

　毎回付き合うのが早いから、知って幻滅ってパターン。ころころと変わっているが毎回大切にされてはいるようなので放っている。

『駅についた』

「お、連絡来たよ。駅に着いたって」

「えー、どこぉ？」

　鏡を取り出して髪を整えていたら、改札口を抜け階段を下りてくる隼也さんが見えた。

「ほら、あの人。周りのオーラが一人だけ違う人」

「え、ええー。あのイタリア製の高級スーツの人？」

　なんで遠目からでもスーツがブランド品だとわかるんだ。驚いていたけど、妹がぽろりと言葉をこぼした。

「じゃがいもでもいい」

「え？」

「何、あの人。やばい、めっちゃ格好いい。私、あの人ならお味噌汁にじゃがいもでもいいっ」

「ちょ、落ち着いて」

「なんでお姉ちゃん、お見合いであんないい人と出会えるの。35歳の役所勤めの人って言ってたのに、なんであんな格好いい人なの」

　興奮した百花が、隼也さんに大きく手を振る。それに気づいた隼也さんが軽く会釈した。

「うわああ。動いてる。動いても格好いい」

「深雪、早く来てくれないかな」

　一度暴走すると手が付けられない。今の状況は、初めて深雪を見た時の興奮の比じゃない。もっと興奮していて、私の声が右から左へ通り抜けている。

「えっと、こちらがその、お見合い相手の佐伯さん、です」

「初めまして。佐伯隼也です」

　爽やかに笑う隼也さんに、百花は分かりやすいぐらい目がハートになっている。

「初めまして。百花って言います。そこのビルで働いてるんですう」

　早速コミュ力の高い百花は、おっとりした舌足らずなしゃべり方で、ほんわかと距離を詰めていく。

　すると、持っていた携帯が震えてアガサさんの名前が液晶に浮かんだ。

「ごめん、電話だ。二人で話してて」

　少し距離をとって、電話に出た。

『良かった。電話繋がったわね。例の件は考えてくれたのかしら』

「あの、はい。とても魅力的な話なのですが」

　百花と話している隼也さんを見て、頭の中がざわめく。

「ねえ、見て。すっごい美男美女」

「わー。ほんと、お似合いだよね」

　迷っていた私の頭の中に、すっと入ってきた言葉に体温が下がっていく。

　遠くから見たら、百花と隼也さんは確かにお似合いで、誰もが羨むカップルに見えた。

「ねえ、隼也さん、私じゃ駄目ですか？　私のことどう思います？」

「とても魅力的で可愛いと思うよ」

　あのキザ野郎。誰にでも可愛いって言うんじゃないの。

『高宮さん、聞いてます？』

「はい。では今週末にでも一度会社の方へお邪魔させていただきます！」

　私にだけじゃないのなら、好きにすればいい。でも私のお見合いを邪魔したり、私の出世を阻んだ人なんて、こっちだって願い下げだ。

「じゃあ、私にしてくれますか？」

　百花ももうハニトラではなく半ば本気で口説いているようにも見えた。このまま二人がホテルでも行ってしまえば円満に婚約は破棄できる。好きにしてしまえ。

「それは無理かな」

　苦笑したのち、彼は百花の頭をぽんぽんと撫でた。

「君が翠の妹だから可愛いんだよ。だから、好きな人の妹としてなら当然好意はあるよ」

「……知ってたんですか」

　これには百花も驚いたのか、言葉を失って彼を見る。すると彼は優しく笑う。

「当然。君のご両親がお見合い中に丁寧に写メも見せてくれていたからね」

「……そっか。残念です」

　私は、彼のまっすぐな言葉の前で、通話を終えた携帯を握りしめて呆然としてしまった。

　私は彼を疑って、勝手に怒って、頭に血が上ってアガサさんの言葉に乗った。

　勝手にハニトラを仕掛けて、自分が悪いのに彼のことばかり悪く言って。

　自分が、メチャクチャに恥ずかしかった。最低で消えてしまいたかった。

　最初から彼は私を好きだと言ってくれていたのに、一番不誠実なのは私だったんだ。

「お、ハニトラはどんな感じ？　上手くいってる？」

　喫煙ルームから戻ってきた深雪が二人を見て、面白そうな声を上げる。

「やばいね。あんたが言っていた以上に格好いいじゃん」

「……そうだよね」

「こりゃあ、百花も上せちゃうよね」

　うんうんと頷くが、代わりに私は横に首を振った。

「全然だよ。確かに最初は強引だったかもしれない。でも隼也さんは私みたいにひねくれてないし、良い人だった」

　ハニトラしたり、彼のせいにしたり騙したり試したり、本当に私は最低な奴だ。彼を信じないで、自分は安全な位置に居て、本当に駄目な奴だと思った。

　それから百花と隼也さんと何か会話したけど、全く頭に入ってこないまま、その日は終わった。ただ一つ言えることは、こんな最低な自分、消えてしまいたかった。


















５・自分に足りなかったもの












　その次の日は、ひさしぶりにジョギングをした。高校時代から欠かさなかったはずのコースを、久しぶりに走っている。

　そして、佐伯さんの豪邸に差し掛かった時、道の前の花壇からちょうど立ち上がる佐伯のおばあちゃんがいた。

「翠さん。久しぶりね」

　さみしそうに声をかけてくるおばあちゃんに会釈する。そして気まずい中、近づいて行った。

「お見合いを邪魔しちゃってごめんなさいね。それで貴方が怒ってここに来なくなっちゃって、本当に寂しかったのよ」

「いえ。それはもういいんです。彼じゃなかったら鼻緒はきっと切れなかったから」

　綺麗な花。いつの間にか花壇の中の花も変わっている。桃色と白色のコスモスが朝の涼し気な風にゆらゆら揺れていた。

「私、まだ隼也さんに言っていないんですが、通訳とか翻訳の仕事に誘われていて……仕事を辞めようかなって思ってます」

「ええ。うちの会社を？」

「これは隼也さんの祖母ではなく、このジョギングコースで知り合った親しい佐伯のおばあちゃんとして言ってるんです」

　コスモスの目線まで座り込んで、揺れているのをただただ見つめる。

「私は、肩書きが欲しいだけで、実力は隼也さんより全然ない。それに恋人ができないのも、ただ私が性格が悪いだけでした」

「そんなことはないわよ」

「いいえ。隼也さんに比べたら、本当に嫌な奴です。本当、リセットできるなら最初からやり直したい」

　思い出しても本当に最悪で恥ずかしい。

「あのね、本当に貴方は素敵な女性よ。努力する姿勢はとても美しいし、あの朝、私が倒れた時誰も手を差し伸べてくれなかったのに、貴方は迷わずに私の元へ駆けつけてくれた。そんなことができる人はそんなにいない。そしてそんな素敵な貴方だから、孫の隼也も貴方を好きになったのだと思うわ」

「……」

「少し強引なところがあったでしょうが、あの子の良いところを見つけてくれてありがとう。あとはうちの孫に託すわ」

　余計なことは言わないから安心してね、と佐伯のお婆ちゃんは笑ってくれた。

　その日からまた私は朝のジョギングを始めた。体を動かさないと、ぐるぐるとつまらないことを考えてしまいそうだからこうするしかなかった。

　気が付けば、秋の始まりだった街中は、すっかり秋に染まり、会社から駅までの道は紅葉の絨毯で色鮮やかに染まっていた。

「では、佐伯部長、私も失礼しますね――」

　声をかけて席を立とうとしたら、ドアの前で立ちふさがれた。視線を下に落とすと、足でドアを塞がれていた。

「あの、通れないのですが」

「お前、何か俺に隠してるだろう」

「隠すって何をでしょうか」

「とぼけても無駄だ。祖母が実家に帰ってもお前の話を避けてる。加えてお前は最近仕事以外は挙動不審だ」

　どうしても目を見れなくて、確かに不自然な動きをしてしまったかもしれない。

　でも何も言う気はない。私はこの人に不釣り合いなぐらい性格の悪い駄目な人間だ。去る時も良い人ではなく、性格の悪いまま去って嫌われたい。

「なんでそんなに思い詰めてるんだ？」

「思い詰めていません」

「じゃあ、なんで今にも泣きそうな、抱きしめたくなるような顔をしているのか教えろ」

　じりじりと壁際まで追い詰められて、どう答えていいのか分からず戸惑う。何を言っても、私が悪いことには変わりない。

「一つだけ、答えてほしいことがあるんですけど」

「なにだ？」

「蒸し返すようで申し訳ないけど、私の昇進試験。あれって実力で私が落とされたんですよね？　貴方が何かしたわけではないですよね？」

「何が言いたい？」

「貴方が私を指名したから、昇進が流れたわけではないんですよねってことです」

　言い捨てるように言われて、隼也さんの表情が曇るのが分かった。

「こんなことを考えてるんです。最低でしょ。性格が悪いんです」

　私の言葉に、彼は何も言わない。ただ黙って私の言葉を聞いている。

「だから、隠してるんじゃないんです。良い人ぶって、嫌な部分を隠してるんです」

　何か言いたげな彼に、私は『友達と待ち合わせしてるんで』と強引にドアから出た。追いかけようと伸ばされた手を払って、エレベーターに乗った。

　驚いてるかもしれない。軽蔑されたかもしれない。けれど、これだけははっきりさせたかった。
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　待ち合わせの場所に行くと、優雅に珈琲を飲んでいるアガサさんの姿があった。

「荷造りは順調かな？」

「ええっとぼちぼち」

　カバンを肩から降ろしながら向かいの席に座る。市役所の近くの、全国チェーンの珈琲専門店で、色々と確認のために呼ばれた。

　就労ピザのこと、向こうでの住む場所、そして今の仕事先のこともだ。

「パスポートは用意してるわね。急に悪いんだけど明日から、土日を使って、ニューヨーク支社を訪問してみない？」

　アガサさんが航空券をカバンから取り出して、テーブルの上に置くと私の方へススっと滑らせてくる。

「えええ。良いんですか。うわあ、ドキドキします」

「向こうの社員を、空港まで迎えにいかせるわ。向こうでは当分私のアシスタントをしてもらう形になるけど、貴方が一人で仕事ができるようになったら、私は日本に戻るから」

「責任重大ですね」

　けれど、昇進試験の時に私が期待していたことが全て詰まっている。

　なのに、チケットを手に持つととても重く感じた。

「全然嬉しそうじゃないわね。一人で行くのは怖いかな？」

「いえ、そういうのではなく」

「円満退職できそうにないってことね。まだ上司には相談してないの？」

「はい。その」

「もちろん貴方は即戦力でほしいけど、八年も働いた職場に泥を塗るような辞め方をするぐらいなら、白紙にするわ。きちんと辞めてから、話を進めてもいいのよ」

　念を押すように言われ、私は大きく頷いた。

　このままでは彼を私に縛ってしまう。だから、はっきり言わないといけない。

　航空券をもらって、アガサさんに深々と頭を下げると覚悟を決めて駅まで再び走った。
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　家に到着すると、雨がポツポツと降り出していた。

　旅行バッグに荷物をまとめていた途中に隼也さんにメールをした。

『今、電話をしてもいいでしょうか』

　荷物をまとめる手が重くて全然動こうとしなかったからだ。

　すると数分もせずに着信がきた。通話ボタンに触れる瞬間、心臓が潰されるように怖かった。

『お疲れさま。どうした？』

「お疲れ様です。先ほどは失礼しました。それで明日から少し用事があるので、連絡がつかないと思います」

『用はそれだけじゃないだろ』

　フッと、また見透かしたように笑った。なので、私も覚悟を決めて一度だけ深呼吸をした。

「実は、私。隼也さんをずっと騙していました。本当は試験の結果が悔しくて、その……あの夜、貴方のワインに風邪薬を混入させました！」

『ああ、なるほど。色々と合点がいくな』

「それで、妹をハニトラに使おうとしたり、……私」

　言いながら、自分勝手な涙がこぼれた。

「私……貴方に復讐しようとしてました。婚約だって本当は逃げ出そうって思ってまし、た」

　ごめんなさい、と呟く声は、掠れて小さくて、吐息のように淡く消えてしまった。

　もっとちゃんと謝ろうと思っているのに、声が出ない。涙が邪魔をして声がみすぼらしい。

「仕事、辞めさせてください。こんな私、あなたのそばにいる資格もない。だから、婚約も破棄させてください」

『……そこまで嫌われているとは思わなかったな』

　彼の声が、冷たくて思わず身体が震えた。いつも私の名前を甘く呼んでくれていたのに、今は見る影もない射るような低い声だ。

『電話越しで泣かれても困る。今、祖母が雨で調子が悪いらしく離れられない。明日、朝一で話そう』

「おばあちゃんが……分かりました。でも、朝にはいないかも。月曜に」

　言葉を濁し、そのまま崩れ落ちるように電話を切った。

　私が悪いのに、彼が私をさげすむ顔を見るのが怖くてつい、逃げてしまった。

「お姉ちゃん、入っていい？」

　電話が終わるのを待っていたのか、百花がノックするので慌てて涙を拭いて、鏡でパンダになっていないか確認してから返事をした。

「お姉ちゃん、旅行バッグ持って行った？　私もそのバッグでライブに行きたいんだけどお」

「ライブいつ？　土日で帰るよ」

「私は水曜と木曜。地方に遠征してくるよ。ってお姉ちゃんはどこに行くの？」

「……転職先。お父さんとお母さんには言わないでよ。ぎりぎりまで内緒にしとかなきゃうるさいんだから」

「了解。じゃあ、バッグ終わったらちょうだいね。それと転職先ってニューヨーク支社だよね。ブランド店巡りはできる？」

「全くできない」

　早く追い出したくて、淡々と言いながら肩を押して部屋から追い出した。

「準備があるから、早く出て行って」

「ええー。今日は冷たいっ」

　文句を言いつつも、それ以上は強く出てこずに百花も部屋に戻った。

　荷物をまとめながら、浮かぶ涙を何度も拭った。嫌われても自業自得。彼に振られてから、今度こそ一人でも生きていけるように、この仕事を頑張ればいい。

　ぎゅうぎゅうに荷物を詰めてファスナーを閉める。けれどあと数センチ。ほんの数センチが閉まらなくて、けれど何を減らせばいいのか分からず結局そのままにした。中途半端な私の心みたいに、とっくにキャパオーバーしていたんだ。
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　家を出た。父と母にばれたら何を言われるかわからないので、こっそりタクシーを呼んで空港に向かう。一晩中降った雨のせいで紅葉が落ちて、道路にまで絨毯ができている。

　そんなに落ちてしまったら、早く冬になってしまう。そう思う。

　空港に到着してから少しだけ時間があるのでベンチに座って待っておこうと思った。

　けれど私の足は止まる。タクシーを降りてすぐに、何度か乗せてもらったことのある車を見つけてしまったからだ。彼の好きな香水が置かれているのが見える。間違いなく、彼のだった。

　携帯を見ると、着信が二件。どちらも隼也さんだった。

　急にバッグが今までで一番重く感じて、私は急いで中に入るとベンチに倒れ込んだ。そして電話をとるべきか悩む。二日間連絡も無視したら、不誠実で更に悪印象を持ってもらえる。そうしたら、きっとこの関係も終わるに違いない。

「で、何をぐるぐるしてんだ」

　でも私の頭上から降ってきた言葉と、携帯を隠す陰に私は固まった。

「残念だったな。昨日の夜、妹さんから連絡をもらっていたんだ。『お姉ちゃんがニューヨークに行ってしまう』ってな」

　ギギギっと古くて錆びて、建てつけの悪いドアのようにゆっくりと顔を上げる。

　すると、いつものように意地悪な笑みを浮かべて、隼也さんが私を見降ろしていた。

「まず、誤解を解くが、俺はあの昇進試験の時、口を出したのは本当だ」

　冷たい言葉に、隼也さんを見ていた目がさ迷う。

「けどな、俺が口を出したのは『高宮さんの方が実力もある。試験の結果もよかった』とお前を推す発言だけだ」

「えっ　嘘」

「嘘か。お前が祖母を助けてくれた時から、話しかけるタイミングを失って、代わりにずっと目で追っていたから分かる。努力家で、背筋を伸ばしてまっすぐ歩く翠を、俺は人事部の中で一番わかっているつもりだったからな」

　隣にドカッと座ると、眠たそうに髪を掻き上げて、そしてどことなく機嫌がいいようにも見えて戸惑う。

「あとこれは俺も謝るが、実は記憶がしっかりある」

「……ちょっと、まって」

「あの夜、ワインの味がおかしいのは気づいていた、だかまあ騙されてみようかと飲んで様子を見てたんだ。で、案の定俺が寝たふりをしたら色々焦りだして、可愛いなって思っていた」

「そんな」

「それでもエッチは気持ちよさそうだし、キスは蕩けてくれたし、誘ったくせに全く余裕ないしぐたぐたで益々可愛いなってつい覚えてないふりをして反応を見てしまった。それは悪かった」

　深く頭を下げられて、どうしていいかわからない。つまり、わざとハニトラにひっかかってくれていたし、私の反応を見て楽しんでいたってことか。

「勝手に、自分はふさわしくないって決めつけてるけどさ、俺も好きな女のためならお見合いも乗り込むし、試験だってつい口を出してしまう。余裕がない、格好悪い男だよ、俺も」

「隼也さん」

「だから、お前が自分は性格が悪いとか卑下すんなら、俺だって性格が悪いんだからお似合いだろ？　俺にしとけ」

　肩を引き寄せられて、昨日泣いて腫れぼったくなっていた目じりを撫でられた。

「なんなら、鼻緒が切れたのも俺のせいにしとけばいい」

「できない、です」

　散々汚くてずるくて卑屈な私を見せたのに、隼也さんは私を真っすぐ見つめてくれた。

「試験のとき手ごたえある様子でお前が歩いていて、周りもすでにお祝いモードだったろ。お前が悲しむ姿見たくないなって思った時に、自分の気持ちに気づいた。もっと翠のことを知りたいし、隣に並んでみたいなと」

「だからお見合いに駆け付けてくれたんですね」

「そう。今もこうして駆け付けてるだろ」

　今までの私をずっと見てくれていた人。私のことを知ろうとしてくれている人。少しずる賢いけど、でも誰よりも優しい人だ。

「本当にごめんなさい。疑ったり騙そうとしたり」

「可愛いから許す」

　間も置かずに言われて流石の私も照れてしまう。

「で、本当にニューヨークに行って帰ってこないつもりだったの？　そこまで思い詰めてたのか」

「いえ、その……試験に落ちたって言ったら友達が転職先を探してくれて、しかも条件が良くて」

「転職するのか」

　今まで上機嫌に笑っていた彼から笑顔が消える。ピリリとした緊張感に息を飲む。

「こんな私は、さっさと離れるべきだって思ってたから、急いてしまってたけど、今は……昇進昇進って焦って周りを見ていなかったから、もう少し自分や周りのことを見つめなおしてからの方がいいかなって」

「真面目だな。そんなに外国で働きたかったのか」

「せっかく講師をしてるんだから、もっと頑張るなら海外かなって」

「安直だ」

　緊張していた空気が和らぐ。もしかして彼は、私がニューヨークに行くと思って急いで駆け付けてくれたのかな。私服というより、白の無地のシャツにジーンズで、本当に着の身着のまま来てくれたように見える。

「翠。今度こそ真面目に聞くが、婚約の件はこのままでいいんだな」

「……はい」

　観念して頷く。するととても幸せそうに彼は笑った。

「じゃあ、もういいな」

「えっと航空券が」

「キャンセルでいい。それよりも俺は今すぐお前を攫いたい」

　散々振り回してしまった私は、もちろん断れるわけもない。断るつもりもない。

　アガサさんに電話して何度も謝り、隼也さんの車に乗り込んだ。元々自分が行くはずだったからと、彼女はすぐに旅行の準備をして現れてくれた。もしかして、私の本気を試したのかもしれない。だってちらりと見えた航空チケットの名前が彼女のままだったから。

　なかなか彼女も食えない人なのかもしれない。

「流石に眠いな」

　朝日がまぶしい中、向かった先は彼のマンションだった。プロムナードはすっかり秋色に染まり、雨で濡れた葉を輝かせ、色鮮やかな絨毯の上を歩いた。

　少し緊張していたけど、離してもらえない手を掴む彼の体温が熱くて、でも嫌ではなかった。

　エレベーターに乗ってカードキーを押し込んだ瞬間、影が覆いかぶさってきて、顔を上げると荒々しいキスが降ってきた。

　壁に追い込まれ、彼の腕に縋りついていないと腰が砕けてしまうような、甘いキス。

　何度も何度も、唇が離れるたびに、吐息が甘くて眩暈が起きそうになった。

「結婚まで清い交際というのは、もう無理だな」

「んっ……」

　首筋に彼の舌が這い、首元から長い指が入り込んできて体の輪郭をなぞった。

「お前が逃げないように、しっかり抱きしめておかないといけないからな」

　思わず笑ってしまいそうな気障な言葉なのに、私はなんでこんなに胸を高鳴らせているんだろう。どうしてこんなに、恥ずかしいのに彼を求めてしまうんだろう。

「……好きです」

　腕を掴んでいた手を、背中に回して強く抱きしめる。

「私、隼也さんが好きです」

　いつも言ってもらっていて、言えていなかった。この人が好きだ。私が暴走しても悪だくみしていても、全部受け止めて、全部笑って許してしまう、懐の大きな人。

　私はとっくにこの人に惚れてしまっていた。

「ああ。俺もだ。絶対に離さないから安心しろ」

　エレベーターが開くと、誰にも見られないのをいいことに、なだれ込むように部屋に飛び込んだ。
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　逃げ出さないようにと、抱えられて寝室に入ると、優しく壊れ物を扱うようにベッドに下ろされた。ベッドには、急いで着替えたのか赤と細い黒のストライプ柄のネクタイが落ちていた。それをベッドサイドに置こうとして、手を捕まえられる。

「翠」

「はい」

　ドキドキして目を閉じても、唇は触れなかった。

「キスの前に、ハンカチをもっていたら貸してくれないか」

「いいですよ」

　カバンからハンカチを取り渡すと、隼也さんは二つに畳んだ。

「手を貸して」

「はい？」

　さっきから、何をしてるのか分からず言われたとおりに両手を出した。てっきりエレベーターからここまで余裕のないキスをしていたのでこのまま抱かれると思っていた。私だけそう思っていたのかなって急に恥ずかしくなる。

　けれど、次の瞬間、隼也さんはハンカチで私の手を巻くと、その上からネクタイで縛ってきたのだった。

「え、え？　隼也さん、これ」

　手首を動かせるぐらいの、きつくはない程度だったけれど、私の力ではこれは解けない。焦っていたら、肩をポンッと押された。手でバランスを取れない私は、いとも簡単にベッドに倒れると、縛られた手を頭上に掲げられる。

「あのう、これって」

「もちろん。逃げないように。散々俺の気持ちをもてあそんで海外に逃げようとした君に、お仕置ってとこかな」

「？　、えっ」

　唇の端にキスをされる。頬にもされる。首筋にも胸元にも。

　でも服の上からからかうぐらいに触るだけで、じゃれてるのかからかわれているのか不安になる。

　あの夜みたいに、全身にキスが欲しい。

　甘い疼きで足がもじもじと動いた。

　なのに髪を撫でたり、唇に指を這わせたり、隼也さんの顔が柔らかく綻んで、私の頬を愛しむように触れてくる。隼也さんの顔が柔らかく綻んで、頬を愛しむように触れられた。

　気持ちいい。好きな人に触れられるのってこんなに気持ちいいって知らなかった。縛られているせいか感覚が鋭くなっているのか、隼也さんの手が触れると、気持ちがいい。うっとりと目を閉じると、嬉しそうに小さく笑う声が聞こえた。

「従順だな。もっと焦ったり抵抗すると思っていたんだが」

「抵抗なんてしません。いい子になると決めたので」

　本当はもう少しちゃんと触れてほしいんだけど、我慢。自分から言うのもはずかしいしお利口に待つ。

「従順なのもいいが、それだけじゃお前らしくない」

「……私ってどんな感じなんですか」

　彼の手が胸のふくらみをなぞったので、ぞくぞくと甘く背中が痺れた。

「悪く言えば、はねっ返り。よく言えば、前ばかり見て、不器用でいじらしい、かな」

　縛った手を舌で這わせながら言われ、ビクビクと手が揺れた。

「だから、これからもたまには俺に抵抗しろ」

「それって……」

「これからずっと一緒にいるんだから、当たり前だろ」

　耳までかあっと熱くなる。二人っきりになると隼也さんはいつもこうやってストレートに気持ちをくれる。それがとてもうれしいし、それがとてもこしょばゆく、そして幸せだった。

「あの、私も……さっき言いましたが」

　好きです、と言う前に人差し指で唇を押さえられた。彼の顔は楽しそうで、それでいてとても意地悪な顔をしている。

「何も言わなくていい。今はただ俺を感じていろ」

　低くてとびきり甘い声と、やっとほしいと思っていた熱いキスが降りてそれは次第に深くなっていく。

「んんっ……」

　キスで塞がれても、触れてくる指先からじんわりと染み入る隼也さんの想い。

　どこを触られても気持ちがよくって思考が全て奪われていく。

「隼也さん…」

　深くなっていく口づけの分だけ隼也さんがそばに居るような気がして嬉しい。隼也さんが私のものだって言ってくれているような気がする。でも、もどかしい。もっと欲しい。でも私から言うのは恥ずかしい。なのに下半身に熱が溜まっていくのが分かる。

　はしたないって思わてれしまうかな。戸惑う私に隼也さんは目を細める。

「なんだ、キスだけでは足りないか」

「いや、違いますっ　そんな」

　恥ずかしくてぎゅっと目を閉じる。

「お前は本当に分かりやすいよな」

「……意地悪です」

　楽しそうな隼也さんを睨むと、なんだ？　と私に首を傾げてくる。

　言わせようとしてるんだ。

「まあ縛られている方が、興奮するんならこのままでもいいけど」

　そういいながら手が首筋を撫で、胸元へと降りてくる。熱くなった膨らみをそっと掴まれると、それだけで小さい嬌声が漏れてしまった。

「すごい心音。それに、とても熱い」

「あたり、前です。んっ。好きな人に触れられれば誰だってっ」

　私は堪らず隼也さんを睨みつけると思わず息を呑むと微かな笑い声が耳に触れた。

「大丈夫だ。俺も同じぐらい熱くてドキドキしてる。触れてみたいか」

　私は、隼也さんの顔を見て、たまらず何度も頷いた。

「触れたい。外してください」

「んー……どうしようか。逃げ出されたら困るしな」

　つつーっと指で私のお腹をなぞりながら、目を細めて見下ろされる。

「逃げない。……私も、隼也さんを抱きしめたいんです」

　羞恥に染まる顔を見せたくなかったけど、解けない手がもどかしい。自由を奪われてるのに、優しく意地悪されて、体に熱が溜まっていくのが悔しい。それなのに、目の前の隼也さんの顔は優しくて、甘くて、触れられないのが溜まらなく嫌だった。

「次にハニトラしてきたり、逃げたら……閉じ込めてしまうからな」

　嘘か本気かわからない、感情のない声。それでも私は何度も頷いた。

「仕方ない。可愛いから許すしかないな」

　勿体ぶりながらも、結んでいたネクタイを引っ張ると簡単に解けた。ハンカチで手首を包んでくれていたから、赤くなってはいなかったし痛みもなく、すんなり解けた。

　手を解かれると、ずっと上にあげていた手は少しだけぎこちなかったけれどそのまま隼也さんを抱きしめる。

「本当だ。ドキドキしてますね」

「ああ。俺は嘘つかないから」

　互いに引き寄せられるように唇を重ね、互いの肌に触れようと手で乱していく。

　隼也さんのシャツを脱がそうと裾を握ると、ジーンズ越しにでもはっきり大きくなっている中心に気づいて躊躇する。

「ひえ」

「そっちは、まだだよ」

「ちゃんと、俺を見ていろ」

　私の顎を上げ、視線で囚えたまま自らシャツを脱ぐと、私の服にも手をかけた。

　逞しく、ほどよく引き締まった美しい肢体に見惚れているとまた隼也さんが微かに笑う。

「俺の体に穴が空きそうだ」

「だって素敵だし、全然隠そうとしないで堂々としているじゃないですか」

「俺はお前になら見られてもいいから」

　あっさり言ってのけた彼の手が、私のスカートの中に入ってくる。

「だから俺にも、翠をもっと見せろ」

「あ…っ」

「ふさわしくないところなんてない。俺は全部、受け止めてやる」

　胸を掌で包み込み、強く口づける。

　何度も、何度も口付けて、首元にも、流れ落ちるように太ももにも赤い花びらを散らしていく。彼の赤く濡れた舌が、体中を這うと、私の体は制御できないぐらい熱く火照り、どんどん濡れていく。固くなった胸の先端を舌先で弄られると、声を止めることができなかった。

「ひっ、ゃんん…っ」

　熱い舌に翻弄され、柔らかな唇に包まれて、甘く息が乱れる。心臓が…壊れるかと思った。恥ずかしくて、やめてほしいのにじゅくじゅくと疼いて、もっと求めてしまう。

「あっ……ああ……っ」

　下着を太ももまで下ろされて脚を持ち上げられた。そして、指が中心に触れると、すでに愛液で濡れていたそこが、彼の指を吸い込むように飲み込んでいく。

「あ…ん…っ」

　少しずつ奥へと入ってくる熱。私の頑なで意地っ張りで、臆病な心を深く探っていく。

「…んんんっ、声が、声がでちゃう」

「我慢しなくていいだろ。俺しかいないのに」

「嫌です……」

　消えてしまいそうな小さな声で私は懇願した。

　キスでふさいで、と。

　彼の目が大きく見開いた後、嬉しそうに細められた。

「もちろんだ」

　熱を孕んだ獣じみた鋭い眼差しを押さえるように甘くにじませた瞳。

　指はもっと私の奥を探り、彼の手を濡らしていく。

　掻き乱されて何度も何度も音を立てて抜かれて、私の体は震えていく。

「隼也さん、も、もうっ」

「ん？」

「もう、……く、くださいっ」

　熱く震えていた私の体から、彼が離れてズボンを脱ぐのが分かった。

　ベルトがついたままのジーンズが、床にカチャンと音を立てて落ちていく。

　再び私に覆いかぶさってくる隼也さんの、額に落としてくれるキスが大好きだ。

　私の緊張を和らげようとしてくれるのが分かるから、大好き。

　何度唇を重ねても、足りないと思ってしまう。とっくに彼のキスの虜になっていた。

　指がまた一本入ってくると、中で指を曲げられて中の襞にあたると、背中が大きく震えた。

「あっ……んっんんっ」

　両手で口をふさぐと、彼の唇が耳に近づく。

「駄目だろ。全部見せるって約束なんだ」

「だって」

「縛られたくないなら、手をどかして」

　優しいのに、私の拒否権はないような、彼に支配されるような言葉に、おずおずと口から手を離した。

　代わりに彼の指が絡み合い、ベッドに一緒に沈んでいく。

　そしてもう一方の手が、一気に引き抜かれ、名残惜し気に糸を引くのが見えた。

「やっ」

　ひくっと大きく中が動いて、恥ずかしかった。もう私の中は、彼の指の形を覚えてしまっている。

「大丈夫。ゆっくりするから」

　前髪を掻き上げ、目じりに口づけられながら、隼也さんがゆっくり私の奥深くに入ってくる。濡れた音と共に入ってきたら、彼は微かに甘い息を吐いて動くのをこらえてくれた。
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「背中に……」

「ん？　背中が痛いか？」

「背中を抱きしめてもいいですか？」

「……ああ、もちろん」

　シーツに縫い付けられていた手を、彼の背中に伸ばす。

　胸に顔を引き寄せると、大きく鳴っているのが分かった。

　それと同時に、中で大きく高ぶるのが分かる。

「っく」

　つい隼也さんの艶やかな表情にみとれて、ぎゅっと力を入れてしまったらしい。

「はは。食いちぎられそう」

「ご、ごめんなさい」

「大丈夫。めちゃくちゃ、気持ちいいから」

　彼の頬に汗が伝う。

　好きだと囁いてくれる彼が、私の体で気持ちよくなっていると思うと、幸せな気持ちになった。

「も、もう動いてください」

「無理してない？」

「してないけど、なんだか、その……もっと欲しくて」

　繋がっただけでは足りない。もっと彼の甘い吐息や、滴る汗や、囁く愛の言葉は欲しいと思った。

「じゃあ、しっかり背中に手をまわしておいて」

「え、いっ　あっ」

　ずずっと中を抉られるような痛みは、すぐに滑らかになり私の奥まで侵入してきた。

　抜かれ、勢いよく突き上げられると、足の指先がしなる。身体を揺さぶられるたびに必死に彼の背中にしがみついた。

　ベッドの軋む音がだんだんと早く感じられ、思わず羞恥に襲われる。

「あっ……んん、ゃ、あ…んっ」

　私の膝を抱えると、繋がっていた部分が更に深くつながって、激しく奥へ穿ってくる。

「あ……あああっ！」

　迫り上がる快感に頭が真っ白になって、背中に更に力を込めて、しがみつくのがやっとだった。深く繋がって、快楽だけではない多幸感に満たされていく。

　中で溜まっていった快楽が、弾ける瞬間、彼も爆せるのを感じた。

　同時に快楽で体を震わせながら、私と隼也さんは、深い口づけを交わし抱きしめる手に、力を込めたのだった。


















６・理想は、いつも隣に












　腰に鈍い痛みを感じながら寝返りを打つ。すると、ベッドがとても広く感じて目を薄く開いた。

　窓のカーテンの向こうから、茜色の空が見えた。

　朝、空港に向かって、隼也さんに迎えに来てもらったはずが、空はもう夜に染まりつつある。

　濡れて乱れたはずのシーツは、綺麗に張り替えされ、私の体も綺麗にされて……いる？

「ひああああっ」

「ああ、起きたか。どうぞ」

　ひょいっと、開けたドアから乱れていない彼の姿が見え、ペットボトルのお茶まで持ってきてくれた。

「か、か、か」

「ん？」

「身体、その、身体が」

「ああ。気持ちよさそうに寝てたけど、一応拭いておいたよ。で、全く起きないからシーツも代えて今、乾燥機に回してる」

「なんで」

　ひええ。つまり眠ってしまった私の体を隅々まで触ったってことじゃない。しかも全く悪びれもしない。私の反応に首を傾げる始末だ。

「今度はお前が記憶ないとか言い出すんじゃないだろうな」

「い、言いません。ちゃんと覚えています」

「それは良かった。覚えていなかったら、思い出すまで何度も抱かないといけない。俺は平気だがお前が持たないだろ」

「……馬鹿」

　別に嫌じゃないと言いそうになって、すぐにシーツを体に巻き付けた。そしてペットボトルのお茶の蓋を開ける。

「ああ、薬をいれてないって証明するために、開封してないペットボトルにしたんだがどうかな」

「意地悪！」

　ケタケタと笑う隼也さんから、悪魔の尻尾と黒い羽根が見えた気がした。この人、からかうとき、年相応の子どもっぽさが出ると思う。普段は傲慢王子のくせに。

　ふと、ペットボトルを持つ手に視線を向けて、固まってしまった。

　私の薬指に、見たことのない指輪がはまっている。

「……なにこれ」

「佐伯家の呪いの指輪だ。これをつけると死ぬまで外れな――」

「冗談は言わなくていいから、これ、どうしたの？」

　飴玉みたいな大粒のダイヤがついた指輪に、息が止まりそうになる。

　素人の私が見ても、これが高級なダイヤだってわかる。

「祖母の、母親の形見らしい。デザインが古くて、身に付けるには邪魔だろうから、ジュエリーショップで自分たちでデザインを変更してくれって。もし気に入るならば、な」

「なっ、気に入るなんてとんでもない。佐伯のおばあちゃんからならとっても嬉しい」

「それは良かった。ただダイヤがむき出しだと、服に引っかかったり動かしにくいだろ。デザインを一緒に考えてみよう」

「はい」

「俺と結婚してくれるなら、だけど」

　また、隼也さんは意地悪を言う。もちろん、結婚するに決まっている。こんなにも好きになった人は、この人だけなんだから。

「け、結婚したいです」

「良かった、俺も」

　間髪入れずにそういってくれた彼。

「結婚指輪も買いに行こう。その前に食事会でもして挨拶してから結納だ」

「ええ。佐伯家って、あんな豪邸に住んでるですよね。庶民出身の私でご両親は大丈夫かな」

　指輪はとても嬉しいけど、現実を突きつけられると不安になる。

「ああ。問題ないよ。うちの社長は見たことあるだろ。それにうちは外国と交流が多いせいか、結婚とか進路とか、口やかましく言われたことがない。今まで口を出したことがないのに、結婚にだけ意見なんて言わない。個人の自由っていうか、放任主義かな」

「ほ、本当ですか？」

「それに祖母お気に入りのお前を、反対する人間が親だったら俺の方が嫌だな」

　よしよしと頭を撫でられて、大丈夫だよと落ち着かせてくれた。

　隼也さんは偶に意地悪かもしれないけど、やっぱり優しくて、尊敬もできる。

「それで、お前がそこまで試験のことを引きずってるとは思わなかった。もし来年も試験があったら」

　言い終わる前に、私が彼の唇に手を置く。それ以上は言わなくていいと。

「違うんです。試験は、この先、結婚できないなって思ったからどうしても肩書が欲しかっただけで、今こうして別の幸せに気づけたので、次はもっと実力を身に付けたいんです。だから実践的に学べる、貴方の秘書は文句なしです」

「だったら、いいな。もう絶対離さない」

「もちろんです」

　仕事だけでは満たされない気持ちがあることを知った。仕事は好きだけど、今は隼也さんも同じぐらい好きだから、一緒にいられることをもう卑屈にならない。素直に嬉しいと認めよう。

「よろしくお願いいたします」

「ああ」

　嬉しそうに目を細める。意地悪で、けれど極上に甘く、私のことを受け止めてくれる人。

　この人の隣にいることが、今の私の理想の未来だった。


















エピローグ












　再び高級な着物をレンタルした。あのお見合いの日にレンタルした着物だ。あれが似合うから、あれをいっそ買おうか、と提案されたけど、レンタルします！と強く断った。振袖は結婚したらもう着られないから、わざわざ買う必要はないと、何度も言って彼に諦めさせた。

　魔除けの赤、とも言われている薔薇のように目も覚めるような赤い着物。全体を絞り染めし、手鞠や桜がちりばめられ、縁を繋ぐと言われている熨斗模様。今日の結納の日には確かに縁起がよく、あっている。

　天気も良く、雲一つない空の中心で、太陽が燃えている。時折優雅に鳥が飛んでいるぐらいで、ペンキを逆さまに流したような澄んだ真っ青な空だ。

　ただし季節は冬。彼とお見合いしてから秋が終わり冬になった。

　お見合い場所だった桔梗庵で結納をすることになったが、さすが歴史ある美しい建物。

　四季折々の表情を見せる花木や庭はもちろん、冬に染まっている。椿も、雪の絨毯もすべてが美しかった。

　結納までは順調良く進められた。

　転職の件は、申し訳なかったがアガサさんに謝罪して白紙に戻してもらった。なかなかニューヨーク赴任を引き受けてくれる人は見つからないから残念だと言ってくれたけど、私の気持ちを尊重してくれた。『仕事より素敵な彼を、今度紹介してね』と、不義理なことをしてしまったのに、頻繁に深雪と三人で飲み会をする仲になっていた。

「はあ、疲れたね」

「悪いな。父があんなに考えなしで酒を飲むとは思わなかった」

　深い溜息と同時に、雪の地面をサクッと踏む音がした。

「大丈夫。着物って結構暖かいんだよ」

「だったらいいが、まだ当分中に戻らないからな」

　そういって、自分のコートを肩にかけてくれた。

　私たちは庭に出たけれど、親たちはまだ談笑している。うちの百花が、私のことを自慢の姉ですって言ってくれたり、佐伯のお婆ちゃんが助けた日の話をしてくれたり。

　隼也さんのご両親も、反対もせずただただ優しく、『これからもよろしくお願いいたしますね』と和やかな雰囲気にさせてくださった。だから、社長がお酒を飲みすぎて真っ赤になっていても全然嫌じゃない。というか、少し楽しいとさえ思ってしまった。

　一番喜んでくれたのは、佐伯のお婆ちゃんだった。『ほら、言ったでしょう。貴方みたいな素敵な女性が、仕事だけを生きがいにするのは勿体ないって。孫も、完璧ではないけれど貴方が選んでくれたから、ますます自慢の孫になるわ』と二人で思わず赤面してしまいそうなぐらい、私たちを応援してくれた。

「今日は鼻緒が切れていないか？」

　庭を見ていた私に、彼はまた意地悪を言う。

　コートを肩にかけてくれる彼と、意地悪な彼は、同じ口から言葉が出ているとはたまに信じられない。

「もう鼻緒は切れないです。断言します」

「はは。強気だな」

「だってもう恋に落ちちゃったんですから。隼也さん以上の人なんていません」

　鼻緒が切れるのは恋の予感。

　そういわれるならば、私は彼以外に恋に落ちないので二度と切れない。

「やばいな。翠が可愛すぎて今すぐ攫ってキスしたい」

　はあ、と悩まし気にため息を吐くので、私は彼の肩に手を置いて背伸びをして耳打ちした。

　――私もです、と。

　空は快晴。私たちの手には、きらめくお揃いの指輪。

　庭の木の陰に隠れながら、大好きなキスをこっそりすると二人で笑いあった。この先の未来もきっとずっと幸せだ。雪を踏む草履の鼻緒は、しっかりと結んでいる。二度と切れない運命の赤い糸のように。
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